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センター長 大石和徳  

 

概 要 

感染症情報センター(IDSC)は感染症法で定められた国

のサーベイランス事業の中で中央感染症情報センターと

して位置づけられ、感染症法対象疾患を中心にしたサー

ベイランスを実施している。ワクチンで予防できる疾患

に対する血清疫学サーベイランスは、感染症流行予測調

査(NESVPD)の中で行っている。これらの情報は感染症サ

ーベイランスシステム(NESID)、IDSC ホームページ

(http://www.nih.go.jp/niid/ja/from-idsc.html)、病原

微生物検出情報(IASR)、感染症週報(IDWR)などによって、

情報還元と提供を行っている。 

また、感染症発生に対応するために実地疫学調査が重

要である。IDSC では国内外の感染症アウトブレイクに対

応する人材教育として実地疫学調査専門家養成コース

(FETP)を実施しており、平成 24 年度には 14 期生を迎え

た。さらに、病原微生物診断法の開発、細菌・ウイルス

検査の技術向上を支援している。IDSC はこれらの業務お

よび研究を以下の六室で、お互いに協力し合いながら実

施している。 

なお、再任用制度を利用し広報委員会活動ならびに情

報センターにおける広報活動を、IDSC で行っている。 

第一室(感染症対策計画室：室長空席) 

感染症対策における技術的な対応として、国内や国外

における公衆衛生学的インパクトの強い感染症流行の早

期探知とその調査、感染症対策のための計画立案と関係

機関への技術的な支援、FETP 養成、国内外における感染

症アウトブレイク対応、健康危機事例への対応とともに、

早期探知・調査手法、あるいは感染症危機管理、インフ

ルエンザ等の疫学に関する研究を行っている。 

第二室(感染症情報室：夛田有希室長) 

感染症法のもとで実施されている感染症発生動向調査

データの収集・分析、及びその結果の還元と提供を行っ

ている。IDWR、IASR の発行は、当室の重要業務である。

情報解析や還元方法の研究、システム改善、メディアと

のコミュニケーションなども、二室の主なテーマである。 

第三室(予防接種室：多屋馨子室長) 

感染症流行予測調査事業として実施している血清疫学

調査(感受性調査)ならびに感染源調査の立案と実施、現

行予防接種の効果と副反応に関するモニタリング、これ

らの結果の公表と広く一般への情報提供、予防接種対象

疾患の感染症として人に与える影響に関する調査研究、

及び今後の我が国における予防接種の有用性・安全性に

関する総合的研究を行っている。また感染症研究所業務

として行われている国内血清銀行の管理運営を行ってい

る。麻疹・風疹対策(Measles & Rubella Elimination)

は世界において、またわが国においても重要な課題であ

る。国内における麻疹ゼロ作戦は、第一・二・三室を中

心に行っている。 

第四室(病原診断室：藤本嗣人室長) 

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる原

因不明疾患の検査、レファレンス、病原診断のための方

法の開発を行っている。全国衛生微生物技術協議会のア

デノウイルスレファレンスセンターを担当している。情

報センター第一～三室等と連携しながら病原体診断に関

した研究を進めている。 

第五室(細菌研修室：木村博一室長（第五室併任）) 

第六室(ウイルス研修室：木村博一室長) 

第五室においては細菌性、第六室においてはウイルス

性疾患の検査に関する情報の収集・解析、情報提供を行

っている。国内外の関連機関と連携し、公衆衛生におけ

る細菌・ウイルス検査の技術向上・標準化等を支援して

いる。また、公衆衛生に携わる公的機関の職員を対象に

細菌(第五室)・ウイルス(第六室)検査等に関する講習の

立案・遂行および病原体新規検査法の開発研究などを行

っている。さらに、腸管感染症由来細菌や呼吸器ウイル

スの分子疫学および遺伝学的研究を行っている。
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業績 

調査・研究 

Ⅰ．感染症発生動向調査事業に関する研究 

1. サーベイランスシステムの改善に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「自然災害時を含めた感染症サ

ーベイランスの強化・向上に関する研究」(研究代表者谷

口清州)を組織し、平常時から危機時を想定した対策をと

っておくことが必要というポリシーで、感染症サーベイ

ランスの在り方について研究を行い、今後の戦略的なサ

ーベイランス手法の開発やシステムの改善事業に対して

技術的支援を行った。 

[谷口清州、夛田有希、安井良則、藤本嗣人、山下和予、

重松美加、砂川富正、中島一敏、島田智恵、他所外分担

研究者] 

 

2. 感染症発生動向調査に基づく注意報・警報システム

および全国罹患数推計に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「自然災害時を含めた感染症サ

ーベイランスの強化・向上に関する研究」(研究代表者谷

口清州)の分担研究として、定点報告疾患については、警

報・注意報の発生、罹患数の推計、インフルエンザの型

別罹患数の推計、都道府県別罹患数を推計するためのイ

ンフルエンザ定点設計、補助変量を用いた罹患数推計等

について検討した。 

[夛田有希、谷口清州、重松美加、安井良則、島田智恵、

山下和予、加藤信子、永井正規(埼玉医科大学)、太田晶

子(埼玉医科大学)、橋本修二(藤田保健衛生大学)、川戸

美由紀(藤田保健衛生大学)、村上義孝(滋賀医科大学社会

医学講座医療統計学部門)] 

 

3. 中央感染症情報センターの視点からの感染症サー

ベイランスの評価と改善に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「自然災害時を含めた感染症サ

ーベイランスの強化・向上に関する研究」(研究代表者谷

口清州)の一環として、2012 年 4 月に行われた感染症サ

ー ベ イ ラ ン ス シ ス テ ム （ NESID: National 

Epidemiological Surveillance of Infectious Diseases）

の大規模な改修について評価し、今後の改善につなげる

ことを目的に、全国の保健所に対して、改修項目の認知

度や利用度、評価についてのアンケート調査を行った。

今回の改修によって、NESID に求められている機能のう

ち、「入力（登録）支援」「データの質の向上」「他保健所・

自治体間のデータ共有」の一部において、改善したと評

価できた。また、認知率の低い改修項目の存在が認めら

れたので、保健所の担当者に NESID の機能や今回の改修

項目について周知し、業務負担の軽減や、感染症対策へ

のデータの有効活用が望まれる。 

[夛田有希、島田智恵、阿保満(東京都大田区保健所)、鈴

木智之(岐阜大学医学部付属病院生体支援センター)、松

舘宏樹(岩手県保健福祉部)、加藤信子、灘岡陽子(東京都

健康安全研究センター)] 

 

4. 症候群サーベイランスの実用 

(１)「薬局サーベイランス」 

2009 年 4 月から全国で本格運用し、全国約 9000 薬局

(2013 年 3 月末現在)の協力を得て、前日の抗インフルエ

ンザウイルス薬情報を毎朝関係者に還元するとともに、

国、感染研、都道府県担当者に情報提供を行い、国民一

般に対しても情報提供を毎日行った。スマートフォン、

アイフォン、ケーブルテレビによる情報提供を行った。

都道府県では、発生動向調査よりも速い情報として、イ

ンフルエンザ対策に活用された。アシクロビル製剤によ

るバイオテロ対策、抗菌薬による抗菌薬使用量に関して

も同時に実用化のレベルにまで整備した。また、地方感

染症情報センター担当者に活用調査を行った。 

(２)「学校欠席情報収集システム」 

2009 年 2 学期から 9 県の全校において実施し、その情報

を保健所・県庁に提供し、対策に貢献し、2013 年 3 月末

で20県4政令指定都市の全校をはじめ18000校以上で稼

動している。 

(３)「保育園欠席者・発症者情報収集システム」 

2010 年 4 月から開発運用し、8 月に厚生労働省より通知

が発出され、2013 年 3 月末で約 5000 園にて稼動してい

る。また、保健所による活用の事例を収集し、公表した。

2012 年 11 月厚生労働省による保育所における感染症対
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策ガイドラインに掲載された。 

[大日康史、菅原民枝、安井良則、大石和徳] 

 

5. 百日咳発生ＤＢの構築・運用 

平成 19 年の百日咳の集団発生を受けて、百日咳発生 DB

を運用している。サマリーを公開し、予防接種政策のデ

ータとして活用された。 

[大日康史、菅原民枝、多屋馨子、安井良則、大石和徳] 

 

6. HIB 発生ＤＢの構築・運用 

2008 年 12 月から Hib ワクチンが接種可能となり、Hib

感染症の患者発生動向を把握することが課題となり、DB

を運用している。一時副反応の懸念から接種差し控えに

なった際には Hib ワクチンの再開のデータとして活用さ

れた。 

 [大日康史、菅原民枝、多屋馨子、安井良則、大石和徳] 

 

7. 有志医師によるインフルエンザ DB の運用 

2000 年から継続して実施している ML インフルエンザ前

線情報 DB の運用を今年度も行い、2009 年のパンデミッ

ク A(H1N1)流行以降、夏季期間中においても継続してい

る。2012 年度末現在において、200 名以上の有志医師の

ご協力、42,000 件以上のインフルエンザ症例に関する報

告を得られた。この DB は麻疹や百日咳の DB のモデルと

もなったもので、今後のパンデミックインフルエンザ再

流行の検出・推移の把握、および他の新型インフルエン

ザの検出についても有用であることが期待される。 

[砂川富正、谷口清州、西藤なるを(西藤こどもクリニッ

ク)] 

 

8. IHRに準拠したアウトブレイク関連情報のリスク評

価と対応に関する研究 

感染症サーベイランスデータ等の公式情報、メディア情

報等の非公式情報など、様々な感染症アウトブレイク関

連情報を収集し、系統的に分析、国際保健規則(IHR)のリ

スク評価基準に基づきリスク評価を行い、適切な対応を

行うためのシステムについて検討した。 

また、感染症危機事例を探知、追跡する業務を通じ、イ

ベントベースサーベイランスの必要性、業務を支援する

データベースに必要な条件について検討した。 

[中島一敏、FETP 一同、加納和彦、八幡裕一郎、神谷元、

砂川富正、大山卓明] 

 

9. 自然災害に関連したアデノウイルスの分子疫学に

関する検討 

自然災害時に発生する恐れのある腸管アデノウイルスの

分子疫学的検討を実施した。 

[谷口清州、夛田有希、安井良則、藤本嗣人、山下和予、

重松美加、砂川富正、中島一敏、島田智恵、井内田科子、

岡部信彦、他所外分担研究者] 

 

10. アデノウイルス感染症病原体サーベイランスに関

する研究 

アデノウイルス検査マニュアルを作成して、ホームペー

ジに掲載し、それに関連した報告を論文発表した。 

[藤本嗣人、中村雅子、榎本美貴、秋吉京子、松島勇紀、

清水英明、花岡希、全国地区アデノウイルスレファレン

スセンター] 

 

 

Ⅱ．パンデミック、バイオテロ、公衆衛生対策に関する

研究 

1. 東日本大震災における感染症対策に関する研究  

(１) 東日本大震災における感染症情報の収集と対策 

東日本大震災時に被災地として避難所が設置された岩

手県、宮城県、福島県、茨城県における保健所での避難

所における症候群サーベイランスの活用方法や還元方法

などについて調査を行った。避難所サーベイランスの有

用性は、一定の評価はあり、平時からの周知や事前のト

レーニングが必要であると考えられた。また、感染症以

外の健康監視に関する項目の統合も必要であると考えら

れた。今回の未曾有の災害において、WHO などが規定す

る超急性期（災害発生後数日～1 週間程度）、急性期（～

2 週間程度より）、慢性期・復興期（それ以降）に準じた

外部支援が実施出来ていなかったことは、災害後の感染

症そのものへの復興の道のりが容易では無かったことを

示唆した。EBS（イベントベーストサーベイランス＝アウ

トブレイクサーベイランス）の概念自体が国レベルで周
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知されていないこともあり、今後の災害などの事態にお

いて、必要なサーベイランスを整備していくことが重要

であると考えられた。具体的な情報についてまとめ、災

害時における感染症情報の収集や対策の方法を、被災程

度に応じた標準的な様式（チェック形式）を予め準備し

ておくことが必要と挙げられた。 

 [砂川富正、安井良則、中島一敏、八幡裕一郎、神谷元、

田中晶平（岡山大学学生）、谷口清州、大石和徳] 

 

(２)避難所サーベイランスのツールの開発と運用 

2011 年 3 月 11 日東日本大震災で被災された方の避難所

生活が開始され、子どもから高齢者までを含む集団生活

が長期化するに伴って、感染性胃腸炎やインフルエンザ

等の感染症の集団発生が危惧され、避難所を中心に生活

をする方を対象とした症候群サーベイランス「避難所サ

ーベイランス」のツールを開発し、福島県や宮城県等で

実際に使用された。しかしながら、ＰＣからのｗｅｂ入

力方式であったために、発災直後でＰＣが使用できない

状況では使用できないという限界があった。それを克服

し、次の大規模な自然災害発災時にはＰＣよりも普及率

や頑健性が高い携帯電話からもｗｅｂ入力できるように、

画面を改良したバージョンを開発した。 

 [大日康史、菅原民枝、安井良則、中島一敏、砂川富正、

八幡裕一郎、谷口清州] 

 

(３) 東日本大震災に伴う呼吸器感染症の流行とワクチ

ンによる予防効果に関する研究 

 東日本大震災およびそれに伴う津波の後、臨床家の経

験として肺炎の急増が指摘され、地元医師の要請に基づ

き成人向け肺炎球菌ワクチンの無償供与が 2011 年にメ

ーカーおよび日本赤十字社の事業として行われた。海外

からの支援金を用いて行われたこの事業を評価するため、

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業）「震災地の高齢者における肺炎

球菌ワクチンの肺炎予防効果に関する研究」を行った。

被災地での肺炎球菌性肺炎及び侵襲性肺炎球菌性感染症

の発生状況を後ろ向きに把握し、ワクチン接種歴と合わ

せてワクチンによる疾病負荷の軽減効果を認めた。 

[牧野友彦、大石和徳] 

 

2. 新型インフルエンザのパンデミック対策に関する

研究 

（１）数理モデルを用いた新型インフルエンザ被害予測

に関する研究 

数理モデルを用いて、新型インフルエンザの被害を予測

する際に、全国民の移動の情報として国勢調査を活用し

た。これによって、従来は都市部に限られていたシミュ

レーションを、全国を一元的に扱うことが初めて可能と

なった。数理モデルに用いるパラメーターのうち、人々

の行動に関する調査研究を行った。特に、パンデミック

時の外出自粛の割合、在宅勤務体制の現状、食料備蓄の

現状について検討した。 

 [大日康史、菅原民枝] 

 

（２）新型インフルエンザに対する公衆衛生対応として

の有効な検疫のあり方に関する研究 

我が国の検疫所における新型インフルエンザ対応能力

（IHR、健康相談室等）に関する評価の実施を、今年度は

一つの空港検疫所 A について実施した。入室者において

は、医療上要フォロー群が 62.5%を占め、発熱、咳、咽

頭痛、鼻閉・鼻汁、頭痛、関節痛が統計学的に有用な症

状であることが推定され、特に発熱・関節痛は OR が 2

以上であった。サーモスキャンでは偽陽性が一定頻度で

存在したもののスクリーニング手段としては有用であり、

特に 37℃以上の発熱性疾患においては要フォロー結果

につながる有用性は顕著であった。全体として、発熱・

関節痛などの有用な臨床所見の検出に、他の疫学的なス

クリーニング項目を加えること等で、新型インフルエン

ザ発生当初の水際対策の一つのツールとしての有用性が

あるものと考えられる。 

[砂川富正、八幡裕一郎、神谷元、谷口清州、阪口洋子（東

京検疫所支所）] 

 

3. 沖縄県宮古島市におけるパンデミックインフルエ

ンザ(H1N1)2009 の罹患率・受診率・入院率の推計

と流行像の特徴に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「自然災害時を含めた感染症サ
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ーベイランスの強化・向上に関する研究」(研究代表者谷

口清州)の一環として、前年度までに、沖縄県宮古島市に

おけるインフルエンザの全数報告サーベイランスおよび

宮古島市役所職員を対象に行った自記式質問票から得ら

れたデータを元に、新型インフルエンザ(この場合は

A/H1pdm まで検出)の罹患率、入院率、重症例などについ

て調査し、流行像の疫学的特徴について検討しており、

宮 古 島 市 に お け る 人 口 当 た り の 罹 患 率 は

14.5%(95%CI:13.5-15.5%)、人口当たりの受診率 11.1％

(95%CI:10.8-11.4) 、 ILI 発 症 者 の 入 院 率 は

0.6%(95%CI:0.8-1.2%)と推計された。さらに宮古島市職

員のうち同意の得られた 404 人の血清を採取し、宮古島

市の 20-50 代の集団のなかでは、2009-2010 年の

A(H1N1)pdm09 流行期間中、不顕性感染者が約 10%存在す

ること、不顕性感染者が顕性感染者の 2 倍程度存在する

可能性が示唆された。本年度は主にデータの分析に取り

組んだ。 

[島田智恵、豊川貴生、佐藤弘、多屋馨子、平良勝也・古

謝由紀子(沖縄県衛生環境研究所)、砂川富正、谷口清州] 

 

4. バイオテロ対策の数理モデルの開発 

新型インフルエンザ同様に国勢調査を用いてのバイオテ

ロに使用される可能性のある感染症、特に天然痘、ペス

ト、炭疽菌に関して、数理モデルを用いて公衆衛生対応

について評価した。その結果を、GIS(地理情報処理シス

テム)を用いて地図上に表現し、より現実的に被害の探知、

地域的な拡散を検討した。天然痘の数理モデルは天然痘

対応指針の改訂の議論に提供し、その成果およびプログ

ラムは厚生労働省をはじめ関係部局に提供した 

[大日康史、菅原民枝、岡部信彦] 

 

5. バイオリスク評価に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金新興・再興感染症研究事業「国

際的なバイオリスク管理の基準に基づく病原体取扱いと

管理のモデル総合システムの構築と検証に関する研究」

(研究代表者：杉山和良)の研究分担として、バイオリスク

評価理論の確立、同テキストの制作、バイオリスク評価理

論の研修の設計とその継続教育法について研究を実施し

た。 

[重松美加、安藤秀二(ウイルス第一部)、藤本秀士(九州大

学)、Helmut Prendinger(国立情報学研究所)、Jennifier 

Gaudioso(SandiaNationalLaboratories)] 

欧州標準化委員会の下で作成した「バイオセーフティ専門

家の定義と必要技能の特定および、技能評価と資格認証の

仕組み：CENWORKSHOPAGREEMENT16335」および「国際バイ

オリスク管理：CWA 15793」の双方の発効更新の検討に寄

与した。 

[重松美加] 

 

6. バイオテロ防止およびバイオテロ下における効果

的な医療体制のあり方および評価に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金健康安全・危機管理対策総合

研究事業「CBRNE テロ/災害等の健康危機管理時の医療体

制に関する研究」(主任研究者：大友康裕)の分担研究と

して、災害時の派遣医療チームに対する避難所サーベイ

ランス能力の強化に関する研究を行った。同研究班の

DMAT の NBC 災害/テロ研修プログラムにおいて、東日本

大震災における避難所サーベイランス活動についての研

修を含め、災害時の派遣医療チームに対する公衆衛生活

動強化の位置づけについて検討した。 

[中島一敏、砂川富正、大日康史、岡部信彦、大友康裕(東

京医科歯科大学大学院救急災害医学分野)] 

 

7. 再生医療の臨床応用へ向けて必要とされる施設お

よびその管理運用に関する研究 

再生医療における細胞調製施設の施設要件を定めらるに

あたり、必要とされていた国内の各機関の現状を含めた

基本情報を収集し、欧米との比較検討を行い、臨床研究

に向けて調製施設に求められる必要 低限の要件につい

て取りまとめた。 

[重松美加、大石和徳、浜口功（血液・安全性研究部）] 

 

8. 1 類感染症発生時の疫学調査手法に関する研究 

「我が国における一類感染症の患者発生時に備えた診

断・治療・予防等の臨床的対応及び積極的疫学調査に関

する研究」(主任：加藤康幸国立国際医療研究センター国

際医療支援室医長)の分担研究者として、ウイルス出血熱

事例が発生した際の疫学調査手法について検討した。エ
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ボラ出血熱、マールブルグ出血熱、ラッサ熱を対象とし、

先進国における発生時対応につき、米国 CDC を視察し、

ウイルス出血熱輸入例の臨床対応、公衆衛生対応、検疫

対応、ガイドラインの開発と運用、ラボ、情報共有とリ

スクコミュニケーション等につき情報収集、検討した。 

[中島一敏] 

 

 

Ⅲ．感染症の疫学、統計等に関する研究 

1. インフルエンザによる超過死亡の評価 

人口動態調査の月別全死因死亡者数のデータから、イン

フルエンザ流行の我が国の人口動態に与える影響を、「感

染研」モデルを用いてインフルエンザによる超過死亡を

推定し公表した。 

 [大日康史、菅原民枝、安井良則、大石和徳] 

 

2. インフルエンザ関連死亡迅速把握に関する研究 

20 大都市から提供されるインフルエンザ関連死亡(イン

フルエンザ及び肺炎死亡)数を用い、「感染研モデル」と

同種の超過死亡推定モデルを適用し、各都市毎の週単位

の超過死亡を推定し、迅速な情報還元を行った。 

[大日康史、菅原民枝、安井良則、大石和徳、厚生労働省

健康局結核感染症課、20 大都市・特別区衛生主幹部局] 

 

3. インフルエンザ様疾患罹患時の異常行動に関する

研究 

インフルエンザ様疾患罹患時に見られる異常行動につい

て、前向き調査を重度、軽度にわけ実態把握を行い、安

全性調査委員会に情報提供した。 

[岡部信彦、大日康史、菅原民枝] 

 

4. 食品媒介経路の締める比率や原因食品の寄与率推

定のための手法の開発 

厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保推進 

研究事業）「食中毒調査の精度向上のための手法等に関す

る調査研究」（研究代表者 砂川富正）により、4 自治体

（岩手県、東京都多摩地区、静岡県［静岡市、浜松市を

除く］、静岡市、岡山市、熊本県［熊本市を除く］）の協

力を得て、腸管出血性大腸菌 O157 感染症の散発症例に対

して発症前 1 週間の食品・動物・環境の曝露状況を収集

した。また、腸管出血性大腸菌 O157 感染症の散発症例と

年齢階級、性別、居住地域をマッチさせた対照群をイン

ターネット調査会社の登録者からランダムに抽出し、症

例対照研究を実施した。平成 23 年の生肉の規格基準の改

定及び 24 年の牛生レバーの禁止前の平成 22 年の調査と

これらの対策実施後で牛生肉の喫食と牛生レバー喫食の

リスクを比較した。平成 22 年の調査では、牛生肉の喫食

と牛生レバー喫食が腸管出血性大腸菌 O157 感染症の散

発症例のリスクであったが、平成 24 年の調査ではこれら

の喫食は腸管出血性大腸菌 O157 感染症の散発症例発生

のリスクではなくなった。この結果については平成 25

年 3 月 18 日に開催された厚生労働省の薬事・食品衛生審

議会食品衛生分科会食中毒部会にて報告された。 

[八幡裕一郎、春日文子、砂川富正] 

 

5. 広域食中毒事例調査における課題検出の研究 

 厚生労働科学研究費補助金（食品の安心・安全確保推

進 研究事業）「食中毒調査の精度向上のための手法等に

関する調査研究」（研究代表者 砂川富正）により、国内

で発生した広域食中毒事例における自治体の課題につい

て整理し、報告した。今後の広域事例対応を円滑に進め

るためのガイドライン作成に着手し、関係者間で骨子を

作成した。また、広域事例用の調査に関しては、調査票

を開発し、使用マニュアルを作成し、NESFD へ掲載した。

自治体で使用可能な状況とした。 

[杉下由之（東京都健康安全研究センター）、八幡裕一郎、

春日文子] 

 

6. 食中毒及びアウトブレイク疫学研修の遠隔教育シ

ステムの教材開発 

厚生労働省監視安全課が運用する NESFD システムによる

疫学研修遠隔教育システムを用いた教材の開発を行った。 

[中島一敏、神谷元、八幡裕一郎] 

 

7. 生鮮食品を共通食とする原因不明食中毒に関する

疫学的研究 

生鮮食品のうちヒラメを共通食とする原因不明食中毒は

Kudoa septempunctata（クドア）の寄生が原因であるこ
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とが報告されが、クドアが寄生したヒラメの喫食につい

ての疫学情報につては十分な情報が得られていない。本

研究はクドアが寄生したヒラメを喫食した食中毒の発生

状況の季節性（ベースラインデータの収集）、発症に至る

クドアの摂取量の検討を行った。季節性は 2009 年、2011

年が 9 月にピークであり、2010 年が 8 月であったため、

9 月前後がピークになる可能性が考えられた。クドアの

1g あたりの胞子数を 小値（9.4×105 個／g）では 76.6g

以上の摂取でこれまでに推定した閾値（7.2×107 個）以

上となったが、中央値（1.1×107 個／g）以上では閾値

を超えていた。ヒラメに規制しているクドアの胞子数と

ヒラメの喫食により発症との関連が示唆された。 

［八幡裕一郎］ 

 

8. 感染症疫学情報の解析・評価に関する研究 

特定の感染症を患者発生情報と病原体情報の両面から総

合的解析を行った。本年度中に「病原微生物検出情報」

特集記事として掲載されたテーマは、2012 年４月号：ブ

ルーリ潰瘍、5 月号：腸管出血性大腸菌感染症、6 月号：

クドアとザルコシスティス、7 月号：ブルセラ症、8 月号：

溶血性レンサ球菌感染症、9 月号：HIV/AIDS、10 月号：

マイコプラズマ肺炎、11 月号：インフルエンザ、12 月号：

百日咳、2013 年 1 月号：真菌症、2 月号：麻疹、3 月号：

肺炎球菌感染症である。 

[山下和予、赤塚昌江、加藤信子、徳永真里子、野地元子、

齊藤剛仁、木下一美、夛田有希、安井良則、牧野友彦、

山岸拓也、多屋馨子、藤本嗣人、木村博一、大石和徳、

石井則久(ハンセン病研究センター)、大西真、寺嶋淳、

伊豫田淳、池辺忠義、常彬 (細菌第一部)、西條政幸、安

藤秀二(ウイルス第一部)、脇田隆字、清水博之(ウイルス

第二部)、竹田誠、駒瀬勝啓(ウイルス第三部)、田代真人、

小田切孝人(インフルエンザウイルス研究センター)、柴

山恵吾、加藤はる、見理剛、蒲地一成 (細菌第二部)、野

崎智義、八木田健司(寄生動物部)、澤邉京子(昆虫医科学

部)、今岡浩一(獣医科学部)、長谷川秀樹(感染病理部)、

宮﨑義継（生物活性物質部）、俣野哲朗(エイズ研究セン

ター)、宮川昭二(国際協力室)、山本茂貴、小西良子(国

立衛研)、冨澤一郎(企画調整主幹)、渡邉治雄(所長)、倉

根一郎(副所長)、吉倉廣(前所長)、井上栄(元感染症情報

センター)、中嶋建介、梅木和宣、難波江功二、温泉川肇

彦、松岡隆介、黒羽真吾、(厚生労働省)] 

 

9. 性感染症(STD)発生動向に関する研究 

厚生労働科学研究「性感染症に関する特定感染症予防指

針に基づく対策の推進に関する研究」(研究代表者荒川創

一)の一環として、感染症法に基づきサーベイランスが実

施されている性器クラミジア感染症、性器ヘルペス、尖

圭コンジローマ、淋菌感染症(以上定点把握)及び梅毒(全

数把握)の発生動向について、昨年度までに続き、2012

年報告分を加えて解析した。定点把握については、地域

毎の定点数や診療科比率などを含め、サーベイランスデ

ータの妥当性についての評価は引き続きの課題である。 

 [岡部信彦、山岸拓也、夛田有希] 

 

10. 国内感染者集団の大規模塩基排列データに見出さ

れる HIV 集団の遺伝的変異に関する研究 

日本国内感染者の薬剤耐性データベースに集められた

HIV-1 の塩基配列を分子進化学的手法で解析し、わが国

における HIV-1 感染の動態を明らかにすることを目的と

している。データベース上の患者情報から、2002 年〜

2011年の初診時に採取された検体のProtease-RT領域の

塩基配列（全 4393 配列）について、ウインドウ・スライ

ド・平均置換塩基率測定法で、検体配列の微細なサブタ

イプ構造を大量解析した。その結果、ほとんどの領域が

同じサブタイプである検体は、B=3899, CRF01_AE=344, 

C=46, G=15, F=9, D=1 であった。CRF は、02_AG=36, 

06_cpx=3, 07_BC, 12_BF, 33_01B が各２検体, 08_BC と

28または29_BFが 1検体ずつであった。また、32検体は、

未知のサブタイプ間組換え体（URF）であった。CRF02_AG

は顕著に感染クラスタが多い特徴を持ち女性に多かった。

その他の CRF は元来の流行地出身者や渡航者の感染が多

かった。URF は構成要素であるサブタイプの流行地出身

者や渡航者の感染が多いが、B-01 間のものは国内での生

成も疑われた。今回の結果は、日本国内で様々なサブタ

イプが主に組換え体として輸入されてきていることを示

している。組換え体ウイルスは、サブタイプごとに薬剤

耐性変異、免疫への応答性等が異なる可能性があり、疾

病対策上特異な地位を占めるため、今回の結果は公衆衛
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生学上注目に値する。 

[椎野禎一郎] 

 

11. 感染症発生動向調査からみた MSM における

HIV/AIDS を含む性感染症の発生動向に関する研究 

厚生労働科学研究「MSM の HIV 感染対策の企画、実施、

評価の体制整備に関する研究」(研究代表者市川誠一)の

一環として、性的接触により感染し得る HIV/AIDS 以外の

感染症についても同時に予防啓発に繋ぐことを目的に、

感染症発生動向調査の対象疾患のうち HIV/AIDS、梅毒、

A 型肝炎、B 型肝炎、アメーバ赤痢、ジアルジア症につい

て、男性同性間性的接触によるとして報告された症例に

ついて解析・検討した。さらに、日本国籍 MSM における

出生年代別 HIV/AIDS の動向を分析した。 

[夛田有希、塩野徳史(名古屋市立大学)、金子典代(名古

屋市立大学)、市川誠一(名古屋市立大学)] 

 

12. インフルエンザ脳症の疫学に関する研究 

厚生労働科学研究「インエンザなど重症インフルエンザ

の発症機序解明とそれに基づく治療法、予防法の確立に

関する研究」(研究代表者森島恒雄)の一環として、イン

フルエンザ脳症の発生動向について、感染症発生動向調

査による急性脳炎届出からインフルエンザを原因とする

ものを抽出して解析を行なっている。2012/2013 年シー

ズンは 2013 年第 5 週までに 33 例(男性 19 例、女性 14

例)のインフルエンザ脳症の届出があり、年齢分布、ウイ

ルスの型別等について検討を行った。 

[安井良則、島田智恵、夛田有希、多屋馨子] 

 

13. 感染症法に基づく B 型肝炎の発生状況と届出状況

に関する研究 

厚生労働科学研究「肝炎ウイルス検査体制の整備と普及

啓発に関する研究」(研究代表者加藤真吾)の一環として、

感染症法にもとづく B 型肝炎の発生状況および届出状況

を検討した。 

[夛田有希、岡部信彦(川崎市衛生研究所)] 

 

14. 日本における 2012 年の A 型肝炎の分子疫学的解析

および A 型肝炎のリスクアセスメントに関する研

究 

厚生労働科学研究「経口感染によるウイルス性肝炎(A 型

及び E 型)の感染防止、病態解明」（研究代表者岡本宏明）

の一環として、2012年のA型肝炎の分子疫学的解析、2008

年から 2012 年までの感染症発生動向調査に基づく患者

報告の解析を行った。 

[清原知子(ウイルス第二部)、石井孝司(ウイルス第二部)

夛田有希] 

 

15. 耐性菌サーベイランスに関わる研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「自然災害時を含めた感染症サ

ーベイランスの強化・向上に関する研究」(研究代表者谷

口清州)の分担の一つとして、インターネットにおける抗

菌剤の販売について検討した。 

[具芳明、谷口清州] 

 

16. 耐性菌サーベイランスに関わる研究 

 厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)｢新たな薬剤耐性菌の耐性機鋼

の解明及び薬剤耐性菌のサーベイランスに関する研究｣

（研究代表者:柴山恵吾国立感染症研究所細菌第二部長）

の一環として、厚生労働省院内感染対策サーベイランス

事業（JANIS）SSI 部門のデータを用いた腎臓手術におけ

る SSI 発生率層別化の検討を行った。 

[山岸拓也] 

 

17. インフルエンザ脳症ならびに入院例の疫学に関す

る研究 

厚生労働科学研究「重症のインフルエンザによる肺炎・

脳症の病態解析・診断・治療に関する研究」(研究代表者

森島恒雄、研究分担者多屋馨子)の一環として、インフル

エンザ脳症の発生動向について、感染症発生動向調査に

よる急性脳炎届出からインフルエンザを原因とするもの

を抽出して解析を行った。また、全国約 500 か所の基幹

定点病院からのインフルエンザによる入院例サーベイラ

ンスについて検討した。 

[安井良則、多屋馨子] 
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Ⅳ．予防接種ならびに予防接種で予防可能疾患における

今後の感染症対策に関する研究 

1. 麻疹、風疹ワクチンに関する研究 

（１）麻疹含有ワクチンの接種率と接種率向上のための

対策に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「ワクチンにより予防可能な疾

患に対する予防接種の科学的根拠の確立及び対策の向上

に関する研究(研究代表者大石和徳、研究分担者多屋馨

子)」の研究の一貫として、麻疹・風疹含有ワクチンの接

種制度と流行の関係ならびに麻疹含有ワクチン接種率向

上のための対策に関する研究を行った。 

[FETP 三崎貴子、佐藤弘、多屋馨子、大石和徳] 

 

（２）麻疹排除に向けた対策の構築ならびに実施 

麻疹排除目標の達成に向けて、国が定める「麻疹対策技

術支援チーム」として、国内で必要と考えられる様々な

麻疹排除に関連する計画案の策定、および実施に携わっ

た。その代表的なものとして以下を挙げる。 

〈予防接種の徹底と接種率向上に向けた取り組み〉 

・自治体別の定期的な接種率の評価と還元 

・都道府県を対象とした麻疹対策に関する調査の集計 

と解析 

〈患者発生動向の評価〉 

・全数把握制度における麻疹患者発生の評価、解析 

と定期的な還元 

〈集団発生対応〉 

・集団発生に対する技術的助言の実施 

〈その他の情報提供〉 

・麻しん排除に向けた積極的疫学調査ガイドライン第 

四版の作成 

・医師による麻しん届け出ガイドライン第四版の作成 

・医療機関での麻疹対応ガイドライン第四版の作成 

・都道府県における麻しん対策会議等に関するガイド 

ライン（第二版） 

・麻しん発生時対応ガイドライン第一版 

・国の麻しん対策推進会議用に資料作成・発表 

・麻しんに関する特定感染症予防指針の改定作業（2012

年 12 月告示） 

[多屋馨子、砂川富正、島田智恵、山下和予、夛田有希、

安井良則、中島一敏、神谷元、大日康史、菅原民枝、八

幡裕一郎、佐藤弘、FETP12&13 期、大石和徳] 

 

（３）麻疹排除に向けた対策の構築ならびに実施 

麻疹対策技術支援チームの一員として、麻疹排除に向け

た戦略の構築、発生時対応について検討した。 

[FETP 三崎貴子、涌井拓、中島一敏、八幡裕一郎、神谷

元、島田智恵、安井良則、夛田有希、多屋馨子、大石和

徳] 

 

（４）わが国における麻疹排除の地域レベルの指標に関

する研究 

2012 年度末に迫った我が国の麻疹排除について、各自治

体において進捗状況を示す他の指標を整備するための情

報収集を行い、実際に沖縄県などにおいて進捗状況に関

する情報を確認した。同県においては、2011 年度から、

WHO が求める全ての麻疹排除の指標を満たしていたこと

から、他地域のモデル的な意味を含めて、さらに情報の

整理を進めている。 

 [砂川富正、多屋馨子、平良勝也(沖縄県衛生研究所)、

知念正雄(知念小児科)、岡部信彦] 

 

（５）亜急性硬化性全脳炎(SSPE)の発生状況に関する研

究 

厚生労働科学研究「プリオン病及び遅発性ウイルス感染

症に関する調査研究」(研究代表者山田正仁)の一環とし

て、麻疹根絶(排除)状態の 終確認となるとも言える

SSPE の発生状況を把握することを目的に、特定感染症治

療研究事業の下で収集されている臨床調査個人票のデー

タ解析から、発生数(報告数)、疫学、臨床情報、療養状

況等の把握を行った。 

[夛田有希] 

 

（６）風疹に関する予防対策，今後の風疹ワクチンのあ

り方に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新
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興・再興感染症研究事業)「ワクチンにより予防可能な疾

患に対する予防接種の科学的根拠の確立及び対策の向上

に関する研究 (研究代表者大石和徳、研究分担者平原史

樹)」の一貫として、先天性風疹症候群ならびに風疹対策

として、国内の風疹患者、抗体保有状況、予防接種状況

を検証し風疹罹患妊娠女性に関する二次相談窓口が設置

ならびに産科領域における院内感染問題についても検討

した。 

[平原史樹(横浜市立大学)、奥田実加(横浜市立大学)、駒

瀬勝啓・森嘉生・竹田誠(ウイルス第三部)、寺田喜平(川

崎医科大学)、種村光代(種村ウイメンズスクリニック)、

川名尚(帝京平成看護短期大学)、多屋馨子、岡部信彦、

大石和徳] 

 

（７）風疹抗体価（HI 価と国際単位）の読み替えに関す

る検討 

風疹の免疫状況の指標としては従来赤血球凝集抑制試験

（HI 法）による HI 価が用いられることが多かった。そ

こで、同じ血清を用いて HI 法、酵素抗体法（enzyme 

immunoassay：EIA 法）およびラテックス免疫比濁法

（latex turbidimetric immunoassay：LTI 法）による抗

体価測定を行い、HI 価を基準とした検討を行った。 

HI 価と国際単位の間には良好な正の相関性が認められ、

ROC 解析の結果、HI 価 1:16 以下に相当する国際単位は

30 IU/ml が妥当と考えられた。 

[佐藤弘、多屋馨子、森嘉生（ウイルス第三部）] 

  

2.ワクチンの副反応に関する研究 

（１）予防接種後副反応サーベイランスならびに迅速な

対策に繋げるための研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「予防接種後副反応サーベイラ

ンスの効果的な運用とその行政的な活用のあり方に関す

る研究(研究代表者多屋馨子)」として、予防接種後副反

応報告書の電子化に関する検討を行い、国内外の副反応

情報について文献検索を行い、海外での予防接種後健康

被害救済並びに予防接種後副反応サーベイランスに関す

る情報収集を行った。 

[多屋馨子、佐藤弘、田原寛之（FETP）、三崎貴子（FETP）

岡部信彦（川崎市健康安全研究所）、砂川富正、神谷元、

安井良則、新井智、北本理恵、落合雅樹(検定検査品質保

証室)、田中敏博(静岡厚生病院)、齋藤昭彦(新潟大学医

学部小児科)、永井利三郎(大阪大学医学部保健学科)] 

 

（２）予防接種間違い防止に資する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「予防接種後副反応サーベイラ

ンスの効果的な運用とその行政的な活用のあり方に関す

る研究(研究代表者多屋馨子)の一環として、予防接種間

違い事例に関する調査を行った。 

調査結果をもとに医療機関向けの間違い事例を防止する

ためのリーフレットを作成し、配布する予定である。 

[佐藤弘、多屋馨子、新井智、荒木和子] 

 

（３）ロタウイルスワクチンと腸重積症に関する研究 

平成 23 年度に導入されたロタウイルスワクチンの副反

応の 1 つに挙げられている腸重積症に関してこれまで

わが国には体系化された全国規模のサーベイランスは

実施されていなかった。今年度全国 13 道県における腸

重積症の積極的サーベイランスを構築し、2007 年から

2011 年までの過去 5 年間の腸重積症、並びに 2012 年以

降に関しては腸重積症患者を診断するたびにサーベイ

ランスに報告してもらった。今後、システムの評価を踏

まえてのわが国の腸重積症の推移を推し量るべく、現在

情報収集中である。 

[砂川富正、神谷 元、河野有希、多屋馨子、大日康史、 

菅原民枝、岡部信彦、大石和徳] 

 

（４）ワクチン接種と乳幼児の突然死に関する疫学研究 

2011 年 3 月の Hib ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンを

含む同時接種後に乳幼児が死亡したことをうけ、一時的に

ワクチンの接種が見合わされる事態となった。様々な検討

が行われ、同年 4 月からワクチンは再開となったが、国内

ではワクチン接種と乳幼児の突然死に関する研究がなか

ったことから、日本小児科学会、日本救急医学会の協力を

得て、国立感染症研究所で症例対象研究を実施することと
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なった。2012 年 12 月から症例の報告が行われており、現

在症例を収集中である。 

[多屋馨子、島田智恵、新井智、佐藤弘、砂川富正、岡部

信彦（川崎市健康安全研究所）、岡田賢司（国立病院機構

福岡病院）、市川光太郎（北九州市立八播病院）、大石和

徳] 

 

（５）予防接種の実施状況に関する研究 

都内の保健所との共同で、1 歳半健診受診者の予防接種

の実施状況を調査し、同時接種と単独接種の実態を調査

した。 

[田原寛之（FETP）、三崎貴子（FETP）、佐藤弘、大山卓

昭（国立保健医療科学院）、多屋馨子] 

 

（６）台湾における予防接種後健康被害対応体制の実態

に関する研究 

現在構築中の予防接種後健康被害報告と同被害救済申請

に関する電子化システムに資するために、厚生労働科学

研究費補助金(新興・再興感染症研究事業)「予防接種後

健康被害審査の効率化に関する研究(多屋班)として、海

外における予防接種後健康被害に対する補償システムの

概要、及び副反応事例に対する対応について、今年度は

台湾における副反応対応体制に関する情報収集を行った。

台湾は副反応報告を専門に扱う機関として台湾 CDC

（TCDC）が機能しており、また、韓国と同様に rapid 

response team の役割が保健所（FETP）を中心に明確に

あった。わが国と同様にシグナル探知のためのサーベイ

ランスや仮説（因果関係）を確認するデータベースが無

いなどの課題も存在した。今後も情報交換を密に行い、

我が国の体制への参考情報とすべきである。 

[砂川富正、神谷 元、多屋馨子] 

 

（７）海外における予防接種政策のシステムに関する研

究 

2012 年 6 月米国 ACIP(予防接種専門家会議)に出席し、予

防接種の 新情報を収集するとともに、諸外国における

予防接種政策のシステムについて調査した。 

[神谷 元、岡部信彦] 

 

3．震災地の高齢者における肺炎球菌ワクチンの肺炎予

防効果に関する研究 

宮城県、山形県で 2012 年 9 月から 2013 年 2 月までの期

間に、過去 2 年間の中核的病院ネットワークにおける高

齢者の侵襲性肺炎球菌感染症を含む肺炎球菌性肺炎の発

生について調査した。さらに症例対照研究により、23 価

肺炎球菌ワクチン接種の効果を評価した。 

[牧野友彦、大石和徳、青柳、賀来満夫（東北大学病院）、

武田博明（済生会山形済生病院）] 

 

4．小児侵襲性肺炎球菌感染症患者の感染血清型に対す

る血清中特異抗体測定 

小児侵襲性肺炎球菌感染症患者の感染血清型に対する血

清中血清型特異 IgG 測定とオプソニン活性を測定し、肺

炎球菌ワクチン接種前、接種後の液性免疫能の評価を行

った。 

[明田幸宏（大阪大学微生物病研究所）大石和徳] 

 

5．年齢による健康小児の血清中肺炎球菌特異抗体、Hib

抗体の比較検討 

各年齢別に収集された小児血清中の肺炎球菌血清型特異

IgG 及びオプソニン活性、Hib 菌の特異 IgG 及び血清殺菌

能の評価を行った。 

[明田幸宏（大阪大学微生物病研究所）大石和徳] 

 

6．ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対効

果分析 

ワクチン予防可能疾患における予防接種の費用対効果分

析をインフルエンザ、水痘、Hib ワクチンなどを対象に実

施してきたが、それ以外の任意接種に関しても行い総合的

に検討した。評価の視点において、社会的視点の重要性を

検討した。 

[大日康史、菅原民枝、大石和徳] 

 

7．自治体における予防接種管理ソフトの改良と普及に

関する研究 

各自治体において、定期予防接種あるいは自治体独自の任

意接種に対する公費補助を一元的に管理する予防接種管

理ソフトを改良し、普及に努めた。本年度は麻しんの特定
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指針の 終年度に当たることから、利用者側で任意に定期

接種の種類や内容を新設、変更、削除できるようにし、HP

を通じての提供とした。 

 [大日康史、菅原民枝、大石和徳] 

 

8．百日咳患者の診断の精度向上に関する研究 

高知県全域で 2012 年 8 月より百日咳の強化サーベイラン

スとして 21 医療機関（内科、小児科）で医師により百日

咳と診断された事例で8月1日～10月31日に報告があり、

遺伝子検査が行われた事例に関し、その特徴を記述し、予

防接種歴に関する情報を整理するとともに、年齢層別にそ

れぞれの症状の組み合わせについて感度、特異度を検討し

た。年齢は検査否定例で有意に高く（P=0.03）、症状は乳

児で「咳の期間かつ特有の咳」よりも「咳の期間のみ」の

ほうが同じ咳の長さであれば感度が高い傾向があった。ま

た「特有の咳」を加えないほうが、感度・特異度が全体的

に高い傾向にあった。全体的な感度・特異度の傾向は特有

の咳があるほうが高い傾向があった。年齢別の予防接種歴

は乳児の確定例 3 回接種（不明を除く）された者はなく、

2回接種の3例に関しても2例は 終接種から1ヶ月未満、

1 例は期間不明であった。現在用いている臨床診断基準に

ついて、目的、年齢に応じた症例定義を用いる必要がある

と考えられた。一方で、マイコプラズマなど他疾患との鑑

別は限界があり、病原体サーベイランスと併せて流行を把

握し、臨床現場で検査診断が実施可能にするような検査診

断基準の確立が必要である。 

[砂川富正、神谷 元、八幡裕一郎、安藤由香、大平文人、

土橋酉紀、蒲地一成（細菌第二部）、松本道明（高知県衛

生研究所）] 

 

9．百日咳サーベイランスのあり方に関する研究 

高知県内全域の医療機関、および北海道内の大学保健管

理センターネットワークのそれぞれにおいて、百日咳に

関する強化サーベイランスを実施している。高知県では

本研究に登録された 2012年 8-9月分届出症例総数は 181

例であり、北海道内の大学保健管理センターの症例総数

は 27 例であった。高知県は中央部から西部にかけての症

例の地理的分布があった。LAMP 陽性例は年齢中央値が

3.5 歳と若年であった。2 週間持続する咳や、スタッカー

ト/ウープを伴う咳発作の診断上の有用性を認めた。LAMP

陽性者 36 名中 17 名は 2 週間以上の持続する咳は無く、

確定例（LAMP 陽性 or 抗 PT 抗体陽性）と比較して、流行

極期における分析は「1 週間以上の咳＋咳そう発作 or 新

生児乳児の特有咳」の症状クライテリアにおける診断上

の有用性を も認めた。北海道では、百日咳様疾患の集

団発生が認められたが検査結果は、百日咳、マイコプラ

ズマ、B. holmesii のいずれも陰性であった。特異性の

低い百日咳の症状にどのように検査診断を組み合わせて

いくかは大きなチャレンジであることが分かった。年齢

層別に把握すべき症状に加えて、適切な検査診断体制を

どう構築するかが重要である。今後も両サーベイランス

の体制を維持し、評価していくことが重要である。 

[砂川富正、神谷 元、八幡裕一郎、谷口清州、蒲地一成

（細菌第二部）] 

 

10．日本脳炎ウイルス感染のリスク評価指標設定および

実施に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(新型インフルエンザ等新

興・再興感染症研究事業)「自然災害時を含めた感染症

サーベイランスの強化・向上に関する研究」として、「沖

縄本島における日本脳炎ウイルス感染リスク評価」の活

動を行った。すなわち、沖縄本島北部・中部の各医療機

関 2 か所より得られた血清 189 検体より、沖縄本島北部

および中部地域の医療機関において、5 歳以下の小児に

おける日本脳炎抗体価保有状況を標準的な質問票と共

に調べた。本調査において、3 歳以上のワクチン接種率

(不明を省く)は 54.3％と算出された。ワクチン接種は

抗体価の上昇に有効であり、接種回数が多くなるに従い、

ラボラトリー株ではない沖縄株に対する抗体保有率、

GMT 共に高くなった。1-3 歳頃は、殆んどの株に対する

抗体価は上昇しておらず、この間における感染リスクが

高いことが推察される。ワクチンスケジュールを考慮す

る上で重要な情報である。日本脳炎ウイルスへの曝露に

関するリスク行動を算出することは出来なかったが、現

在再検中である。 

[砂川富正、神谷 元、斉藤美加(琉球大学)、當間孝子(琉

球大学)、伊佐真之(沖縄県立北部病院)、浜端宏英(アワ

セ第一医院小児科)、谷口清州] 
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11．国内未承認の新興感染症ワクチンの国内利用に関す

る研究 

「新興感染症ワクチン等の品質及び有効性評価手法の検

討に関する研究」（研究代表者 山口照英国立医薬品食

品衛生研究所研究員）の分担研究「トラベラーズワクチ

ン等の開発手法の検討」（分担研究者尾内一信川崎医科

大学小児科教授）において海外で利用されているが国内

で承認されていないワクチンの国内利用に向けた課題を

検討した。 

[安井良則、山岸拓也] 

 

 

Ⅴ．病原体等の研究 

1. インフルエンザ菌 b 型の抗体保有調査 

抗体保有率と患者発生の関連を検討するため、インフル

エンザ菌 b 型(Hib)に対する抗体保有調査を行った。 

[新井智、荒木和子、佐藤弘、多屋馨子、大石和徳] 

 

2. インフルエンザの検査診断に関する検討 

厚生労働科学研究費補助金医薬品･医療機器等レギュラ

トリーサイエンス総合研究事業「ウイルス検出を目的と

した体外診断薬の再評価技術基盤に関する研究」(研究代

表者小林和夫、研究分担者多屋馨子)の分担研究として、

国内で市販されているインフルエンザ迅速診断キットの

検出感度を調べた．臨床現場で多く用いられている 20

キ ッ ト に つ い て A/California/2009pdm 株 お よ び

B/Wisconsin/60/2008 株に対するキットデバイスの 小

検出感度の比較検討を行った．  

[荒木和子、多屋馨子、佐藤 弘、新井 智、大石和徳] 

 

3. 新規ハンタウイルスの検索 

動物由来感染症対策の一環として新しいハンタウイルス

の検索を行った。その結果、ベトナムの翼種目に新しい

ハンタウイルスを発見した。 

[新井智、佐藤弘、荒木和子、多屋馨子、大石和徳(感染

症情報センター)、森川茂(ウイルス第一部)、Son Truong 

Nguyen(ベトナム、Institute of Ecology and Biological 

Resources)、大館智志(北大)、Bazartseren,Boldgiv(モ

ン ゴ ル 、 National Univerisity of Mongolia) 、

RichardYanagihara(米国ハワイ大学医学部)] 

 

4. ウイルス-宿主の共進化の解析 

効率的なウイルス変異予測を行うために、ウイルスの感

染している自然宿主とそのウイルスの変化を共進化を視

点に解析した。 

[新井智、佐藤弘、荒木和子、多屋馨子、大石和徳(感染

手情報センター)、森川茂(ウイルス第一部)、大舘智志、

鈴木仁(北大)、川田伸一郎(国立科学博物館)、福井大(韓

国、National Institute of Biological Resources)] 

 

5. アデノウイルス感染症の病原体サーベイランスの

ための研究 

(１) 新型アデノウイルスの研究 

千葉県衛生研究所管内で分離されたこれまでにない組換

え型の株に関して、全ゲノムを決定するなど性状を解析

した。 

[藤本嗣人、小長谷昌未、花岡 希、岡部信彦、千葉県衛

生研究所、北海道大学] 

 

(２) 各種 DNA検出検査用陽性判断コントロールに関す

る研究 

PCR 増幅産物が混入していたときに、分解されて偽陽性

にならない手法を検討した。 

[花岡希、小長谷昌未、藤本嗣人] 

 

6. エンテロウイルスの塩基配列に関する研究 

コクサッキーA6 型がこれまでヘルパンギーナを引き起

こしていたが、手足口病を引き起こすようになったので、

その塩基配列をフルゲノムで 5 株解析した。 

[花岡希、清水博之(ウイルス第二部)、岡部信彦、小林正

明(小林小児科)、小長谷昌未、飯塚節子(島根県保健環境

科学研究所)、榎本美貴(兵庫県立健康生活科学研究所)、

菅原民枝、大日康史、藤本嗣人] 

 

7. コクサッキーウイルスの分離に関する研究 

RD-A 細胞の有効性を確認するとともに、GL37 細胞の有効

性を検討した。 
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[花岡 希、藤本嗣人、岡部信彦、木村 愛、京都市衛生

環境研究所、小林正明] 

 

8. サルモネラ菌の遺伝子解析に関する研究 

非硫化水素産生性サルモネラ菌(Salmonella enterica 

serovar Typhimurium 及び Infantis)のフルゲノム解析を

行った。その結果、phsA thiosulfate 還元酵素をコード

している遺伝子の一部に変異が生じ、硫化水素を産生でき

ないことを明らかにした。また、これらの株は薬剤感受性

に関連する遺伝子を保有することも明らかになった。 

[坂野千恵子、石岡大成、齋藤美香、河合優子、塚越博之、

井上伸子、下田雅昭、小澤邦壽(群馬県衛生環境研究所)、

森田幸雄(東京家政大学)、梁 明秀(横浜市立大学医学部

微生物学)、関塚剛史、黒田 誠(病原体ゲノム解析研究セ

ンター)、大石和徳、木村博一] 

 

9. 2009/11 シーズンに国内で検出された RS ウイルス G

遺伝子の分子進化に関する研究 

2009/11 シーズンにかけて、国内(栃木県・神奈川県・

熊本県)で検出された RSV の G 遺伝子の分子進化に関する

研究を行った。その結果、G 遺伝子の超可変領域において、

各シーズン特有のアミノ酸置換が生じていることがわか

った。また、この領域は、A 型インフルエンザウイルスの

H 遺伝子と同等の速度で進化していることが明らかにな

った。 

[櫛渕泉美(栃木県保健環境センター)、小林美保、塚越博

之、齋藤美香、小澤邦壽(群馬県衛生環境研究所)、清田直

子、原田誠也(熊本県保健環境科学研究所)、吉田綾子(青

森県環境保健センター)、梁明秀(横浜市立大学医学部微生

物学)、森田幸雄(東京家政大学)、皿谷 健、倉井大輔、

石井晴之(杏林大学医学部第 1 内科)、山本典生(インフル

エンザウイルス研究センター)、野田雅博、岡部信彦(川崎

市健康安全研究所)、田代眞人(インフルエンザウイルス研

究センター)、大石和徳、木村博一] 

 

10. 麻疹ウイルス H 遺伝子の分子進化に関する研究 

 アジアにおける主流行遺伝子型(D3,D5,D9 及び H1 型)

と考えられる麻疹ウイルスの H 遺伝子の分子進化に関す

る研究を行った。その結果、当該遺伝子の進化速度は、

ヒトパラインフルエンザウイルス 1 型と同等の速度

(5.57× 10-4 substitutions/site/year)であり、中和抗

体産生に関与するエピトープのアミノ酸置換は見られな

かった。 

[齋藤美香、後藤孝市、髙田勇人、小澤邦壽(群馬県衛生

環境研究所)、水田克巳(山形県衛生研究所)、石井晴之(杏

林大学医学部第 1 内科)、 梁 明秀(横浜市立大学医学部

微生物学)、関塚剛史、竹内史比古(病原体ゲノム解析セ

ンター)、岡部信彦(川崎市健康安全研究所)、竹田誠(ウ

イルス三部)、黒田 誠(病原体ゲノム解析研究センター)、

木村博一] 

 

11. ブタレンサ球菌の分子疫学に関する研究 

 タイ国内で発生する人におけるブタレンサ球菌感染

症の原因菌の血清型及び sequence typing の年次推移に

ついて検討した。 

[明田幸宏（大阪大学微生物病研究所）大石和徳] 

 

 

Ⅵ．学会等の中での研究、貢献 

1. 日本ワクチン学会 

2012 年度理事として学会活動を行った。 

[多屋馨子] 

 

2. 日本感染症学会 

ワクチン委員会委員として予防接種に関する検討・啓発

を行った。 

[岩田敏(委員長)、岩本愛吉、大石和徳、岡田賢司、小

島俊行、多屋馨子、中野貴司、二木芳人、渡辺彰] 

感染症学雑誌編集委員として、学会誌の編集を行った。 

[清田浩(編集長)、今村顕史、小林治、高橋聡、角田隆文、

三田村敬子、中島一敏、堀野哲也、森雅亮、佐藤吉壮、

谷口清州、徳江豊、吉田耕一郎、渡辺 哲] 

 

3. 日本小児科学会 

予防接種・感染対策委員会理事、専門委員として予防接

種ならびに小児感染症に関して毎月検討を行った。 

[岡部信彦(主担当理事)、細矢光亮(委員長)、多屋馨子、

他] 
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4. 日本小児感染症学会 

2013 年から理事として学会活動を行った。 

[多屋馨子] 

感染症情報委員会委員として活動した。 

[岡部信彦(委員長：～2012 年 12 月)・多屋馨子（委員長：

2013 年 1 月～）山下和予] 

研究教育委員会委員として小児感染症分野の教育研究に

関する研修会の開催、小児感染症の研究に関する啓発等

を行った。 

[森内浩幸(委員長)、小田慈、金兼弘和、木村宏、坂田宏、

田中敏博、多屋馨子、堤 裕幸、成相昭吉、横田俊平] 

 

5. 日本ウイルス学会 

2013 年から理事として学会活動を行った。[多屋馨子] 

ワクチン専門委員会委員として予防接種に関する検討・啓

発を行った。 

[森島恒夫(委員長)、俣野哲朗、奥野良信、小田切孝人、

倉根一郎、白木公康、多屋馨子、中野貴司、中山哲夫、

長谷川秀樹、横田恭子] 

 

6. 日本小児保健協会 

予防接種・感染症委員会委員として予防接種に関する検

討・啓発を行った。 

[庵原俊昭(委員長)、岡田賢司(副委員長)、古賀伸子、住

友眞佐美、菅原美絵、多屋馨子、馬場宏一、三田村敬子、

津川毅] 

 

7. 日本公衆衛生学会 

感染症専門委員として公衆衛生分野の感染症に関する検

討・啓発を行った。 

[角野文彦(委員長)、岡部信彦、金成由美子、住友眞佐美、

押谷 仁、砂川富正] 

 

8．日本熱帯医学会 

学会理事として、学会運営を進めてきた。 

[大石和徳] 

 

9．日本呼吸器学会 

呼吸器ワクチンワーキング委員長として、呼吸器感染症

ワクチンのの諸問題について検討してきた。[大石和徳

(委員長)、渡邊 彰、朝野和典、永井秀明、丸山貴也] 

 

サーベイランス業務 

Ⅰ．感染症発生動向調査事業の実施および情報の還元 

平成 11 年 4 月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者に

対する医療に関する法律｣(平成 15 年 11 月、平成 17 年 4

月、平成 19 年 4 月・6 月、平成 20 年 1 月・5 月改正法施

行)に基づき、対象疾患を診断した医師、保健所、地方感

染症情報センター(都道府県、政令市に設置)、地方衛生

研究所、国立感染症研究所病原体検査部門、厚生労働省

と連携し、感染症発生動向調査事業を実施している。 

 

1. 感染症発生動向調査(患者情報)全国データの集

計・解析・還元 

感染症発生動向調査事業において、感染症情報センター

は中央感染症情報センターとして、全数把握疾患及び週

単位定点把握疾患については毎週 1 回、月単位定点把握

疾患については毎月 1 回、全国データを集計し、各自治

体に還元している。また、データの内容の確認及び解析

を行い、感染症週報(IDWR)や病原微生物検出情報(IASR)

として情報を公開するとともに、得られた情報を地方自

治体と連携して必要な感染症対策へつないでいる。 

[夛田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛仁、加納和彦、

牧野友彦、中里 篤、加藤信子、佐藤弘、FETP 研修生 12&13

期生、神谷 元、八幡裕一郎、砂川富正、中島一敏、大

山卓昭、大竹由里子、前田明日香、大石和徳] 

 

2. 感染症週報の作成・発行 

｢感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律｣の主旨のもとに、感染症週報の発行を継続しており、

当感染症情報センターのホームページ上にPDF版とHTML

版とで掲載している。 

感染症週報には「発生動向総覧」以外に、「注目すべき感

染症」としてその時々で問題となる感染症をったが、｢感

染症の話｣として感染症法に規定された疾患など感染症

の解説を行い、「読者のコーナー」として外部からの問い

合わせのあった質問や投稿などを多くの読者に公開して
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いる。さらに、1-2 件取り上げ、詳細な解説を行い、｢病

原体情報｣として、掲載している。また、「速報」では、

主に地方衛生研究所から投稿される、国内で問題となっ

たアウトブレイクに関する 新の記事、個々の疾患の発

生動向のまとめなどを掲載し、｢海外感染症情報｣として

WHO の感染症アウトブレイクニュース、インフルエンザ

流行状況に関する記事を紹介している。 

[夛田有希、安井良則、島田智恵、齊藤剛仁、加納和彦、

大竹由里子、前田明日香、佐藤弘、谷口清州、山下和予、

木下一美、赤塚昌江、徳永真里子、FETP 研修生 12&13 期

生、神谷 元、八幡裕一郎、砂川富正、中島一敏、大山

卓昭、牧野友彦、多屋馨子、重松美加、加藤信子、中里 

篤、大石和徳] 

 

3. 病原体情報の収集と月報・年報の作成 

病原微生物検出情報事務局において、病原体情報センタ

ー業務として、オンラインによる報告票の確認、問い合

わせ、データベースの管理、集計解析、月報および年報

の作成、配布に関する一連の作業を継続的に実施した。 

(1)情報処理：NESID の病原体検出情報システムに登録さ

れた新しいデータの確認と公開処理を毎日行なった。

2012 年 1 月－2012 年 12 月の病原体検出報告数は、病原

菌検出報告(３A：地研・保健所)は 5,482 件、病原体個

票は病原菌(原虫・寄生虫を含む)が地研・保健所 3,605

件、検疫所 1 件、ウイルス(リケッチア，クラミジアを

含む)が地研 23,016 件(うちインフルエンザ A(H3)が

5,082)、検疫所 26 件、集団発生病原体票は病原菌等が

地研 158 件、ウイルス等が地研 918 件、ヒト以外からの

病原体検出票は病原菌等が地研 315 件、ウイルス等が地

研 4 件であった。 

(2)月報の編集：本年度中に病原微生物検出情報月報が

12 号(第 33 巻)および第 33 巻索引が編集・印刷発行され

た。特集記事については英訳を行い同時に掲載した。 

(3)年報の編集：病原体情報に関する年報は、欧文による

2005 年年報をJapanJ.Infect.Dis.,2006Vol.59Supplement

として編集中である。 

(4)感染性腸炎研究会に参加する都市立感染症指定医療

機関が入力した感染性腸炎患者調査票についてデータ

の確認と集計を行ない、2012 年度末の総会資料および感

染症学会発表資料として提供した。 

[山下和予、赤塚昌江、加藤信子、野地元子、徳永真里子、

齊藤剛仁、木下一美、大石和徳] 

 

4. 感染症発生動向調査週報・月報速報データの作成・

公開 

感染症発生動向調査により集計された報告数を、感染症

週報での公開(通常金曜日)より早く公開するため、2008

年第 47 週から、速報データとしての公開を(通常火曜日)

実施している。また、インフルエンザについては、新型

インフルエンザ発生を受け、2009 年第 42 週からはより

早い公開(週報の一週間前の金曜日)を実施している。 

[前田明日香、大竹由里子、佐藤 弘、夛田有希] 

 

5. インフルエンザ流行レベルマップの作成 

感染症発生動向調査により得られた全国のインフルエン

ザ患者発生動向を、過去の患者発生状況をもとに設けら

れた基準値に基づいて解析し、保健所ごとに警報レベル、

注意報レベルを超えたことを情報還元するための「イン

フルエンザ流行レベルマップ」を作成し、毎週火曜日に

感染症情報センターのホームページ上に公開した。コメ

ント欄には、 新の患者発生状況と病原体情報から得ら

れたインフルエンザウイルス分離結果を合わせて掲載し

ている。2012年度は 2012年第 21週までで一旦終了とし、

その後 2012/2013 年シーズンとして 2012 年第 46 週から

再開した。2012/2013 年シーズンのインフルエンザは前

シーズンに続いて A/H3 亜型が流行の主流を占め、前シー

ズンよりも成人層での患者発生割合が高かった。流行の

ピークは 2013 年第 4 週であり、その後 B 型インフルエン

ザの報告の増加がみられた。これらのインフルエンザ流

行に関する情報について、インフルエンザ流行レベルマ

ップ上で迅速に情報発信を行なっていった。インフルエ

ンザ流行レベルマップは、全国のインフルエンザの 新

の発生動向を掲載するものであり、特に新型インフルエ

ンザの流行期間中は、ホームページ上に掲載されるとす

ぐにメディアに取り上げられ、全国に情報還元されてい

た。 

[安井良則、中里 篤、加藤信子、夛田有希、八幡裕一郎、

山岸拓也、中島一敏、砂川富正] 
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6. 腸管出血性大腸菌感染症速報(表・グラフ・マップ)

の作成 

感染症発生動向調査により得られた腸管出血性大腸菌感

染症報告をもとに表、グラフ、日本地図を作成し、毎週

火曜日に感染症情報センターのホームページ上に公開し

た。この公開は2009年第19週から開始したものであり、

①週別報告数(第 1 週～当該週の棒グラフ)、②都道府県

別・血清型(Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111)別報告数(当該週の集計

表)、③都道府県別・血清型(Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111)別累積

報告数(第 1～当該週累積分の集計表)、④都道府県別累

積報告数(第 1～当該週累積分の日本地図)、⑤週別・都

道府県別報告状況(第 1～当該週の週毎の日本地図)の 5

種類の作成を行った。 

[齊藤剛仁、加納和彦、前田明日香、夛田有希] 

 

7. 麻しん報告数の WHO 西太平洋事務局への報告 

感染症発生動向調査により得られた麻しんの報告数をも

とに、WHO の報告形式に適合した集計表を月毎に作成し、

WHO 西太平洋事務局に報告した。 

[島田智恵、山下和予、安井良則、夛田有希、砂川富正、

大石和徳] 

 

8. サーベイランスのデータ分析と還元 

サーベイランスデータの分析、アウトブレイクの検出と

リスク評価、対応、情報発信等を実施した。 

[FETP 一同、中島一敏、八幡裕一郎、神谷 元、砂川富

正、大山卓明、島田智恵、齊藤剛仁、安井良則、夛田有

希、谷口清州、大石和徳] 

 

9. 麻しんおよび風しん速報(グラフ・マップ)の作成・

公開 

感染症発生動向調査により得られた麻しんおよび風しん

の報告をもとにグラフ及び日本地図を作成し、毎週火曜

日に感染症疫学センターのホームページ上に公開した。

麻しんの速報グラフの公開は2008年第3週から開始した

ものであり、①週別報告数(第 1 週～当該週の棒グラフ)、

②都道府県別報告数病型別報告数(当該週分の棒グラフ)、

③都道府県別病型別累積報告数(第 1～当該週累積分の

棒グラフ)、④都道府県接種歴別累積報告数(第 1～当該

週累積分の棒グラフ)、⑤年齢群別接種歴別累積報告数

(第 1～当該週累積分の棒グラフ)、⑥年齢群別累積報告

数割合(第 1～当該週累積報告分の円グラフ)(2011 年第

17 週より追加)、⑦週別推定感染地域(国内・外)別累積

報告数(第 1～当該週累積分の棒グラフ)、⑧都道府県別

累積報告状況(第 1～当該週累積分の日本地図)(2011 年

第 13 週より中止)、⑨都道府県別人口 100 万人あたり報

告数(第 1～当該週累積分の棒グラフ)(2011 年第 13 週よ

り追加)、⑩都道府県別報告状況(第 1～当該週の週毎の

日本地図)を作成した(2013 年 3 月現在 9 種類のグラフ・

マップ)。 

風しんの速報グラフの公開は 2012 年第 19 週から開始

したものであり、①週別累積報告数（第 1 週～当該週の

折れ線グラフ）、②週別報告数(第 1 週～当該週の棒グラ

フ)、③都道府県別報告数病型別報告数(当該週分の棒グ

ラフ)、④都道府県別病型別累積報告数(第 1～当該週累

積分の棒グラフ)、⑤接種歴別男女別累積報告数(第 1～

当該週累積分の棒グラフ)、⑥年齢群別男女別累積報告数

(第 1～当該週累積分の棒グラフ)、⑦週別推定感染地域

(国内・外)別累積報告数(第 1～当該週累積分の棒グラ

フ)、⑧都道府県別人口 100 万人あたり報告数(第 1～当

該週累積分の棒グラフ)、⑨都道府県別報告状況(第 1～

当該週の週毎の日本地図)を作成した(2013 年 3 月現在 9

種類のグラフ・マップ)。 

[島田智恵、加納和彦、前田明日香、夛田有希、阿保 満

(東京都多摩府中保健所)、多屋馨子、新井 智、佐藤弘] 

 

 

Ⅱ．感染症発生動向調査のシステムに関する業務 

「感染症の患者の予防及び感染症の患者に対する医療に

関する法律」に基づく、感染症発生動向調査は、1999 年

4 月の法制定以降、厚生労働行政総合情報システム

(WISH)上に構築され運用されていたが、システム稼動後

の法改正に未対応の部分がある等の課題があったことか

ら、再構築することとなり、2006 年 4 月に新たなシステ

ム(NESID)が稼動開始された。NESID システムでは、中央

データサーバーに、感染症発生動向調査(患者情報及び病

原体検出情報)にとどまらず、疑い症例調査支援、症候群
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サーベイランス、感染症流行予測調査、インフルエンザ

関連死亡、インフルエンザ施設別発生状況、さらに結核

登録者情報に関する複数のシステムが統合され、一元的

に管理されている。 

 

1. 感染症発生動向調査(患者情報)システム 

2006年4月から運用開始した感染症発生動向調査システ

ムのうち、感染症発生動向調査(患者情報)では、厚生労

働省、システム開発会社とともに、法改正等による対象

疾患の追加・変更や保健所の統廃合など関連した改修事

項について、適宜対応している。また、システム稼動開

始後に発生した問題点や改善すべき点について検討し、

可能な限り順次改修を行っている。2012 年 4 月には大幅

な改修が行われた。今後も改良すべき点、その解決方法

を検討・実行していく。 

[夛田有希、加藤信子、加納和彦、中里 篤、島田智恵、

齊藤剛仁、安井良則、大竹由里子、前田明日香、谷口清

州、灘岡陽子(東京都健康安全研究センター)] 

 

2. 病原体検出情報システム 

2012 年 4 月に運用を開始した NESID リプレースでは、病

原体検出情報サブシステムについて、地研・感染研から

改善が必要として挙げられた項目を反映し、さらに不具

合のあった部分の改修を行った。また、新しく発見され

た病原体や型別追加に対応するため、随時コードの追

加・変更を行って、 近の情報の収集・還元・公開を可

能にしている。 

[山下和予、木下一美、赤塚昌江、徳永真里子、野地元子] 

 

3. 感染症流行予測調査システム 

2006年4月から運用開始した感染症流行予測調査システ

ムでは、2010 年度にシステムを一部改修し運用を行って

きたが、2012 年 4 月新 NESID 稼働にあわせて現行システ

ムの改善項目を検討し、改修の仕様を決定した。また、

現在は感受性調査のみがシステム化されているが、将来

的には感染源調査もシステム化し、セントラルデータベ

ースでデータの一元管理ができるよう実現化に向けて検

討を重ねている。 

[北本理恵、佐藤 弘、新井 智、多屋馨子] 

 

 

Ⅲ．感染症に関する情報収集・発信業務 

1. 各種疾患別情報および新着情報などのインターネ

ットホームページへの掲載、更新、維持 

感染症発生動向調査の各種集計および解析結果、時系列

グラフ、地図グラフをホームページ上に掲載し、定期的

に更新、維持管理を行った。また、各種疾患別情報およ

び新着情報についても内容を検討し、維持管理を行った。 

[前田明日香、大竹由里子、島田智恵、齊藤剛仁、安井良

則、夛田有希、加藤信子] 

 

2. インターネット等による病原体情報の提供 

(1) 感染研ホームページのリニューアルに伴う「病原体

検出情報」ホームページの移行とリニューアルを行った。 

(2)「病原微生物検出情報(IASR)」ホームページに、印刷

版と平行して毎月 HTML 版の病原微生物検出情報月報を

国内外に提供した。また、病原体名、疾病名から検索で

きる月報特集記事索引(日、英)を毎月更新して掲載した。 

(3)病原体情報報告機関に対して、迅速に情報を還元する

ために、毎日 NESID の病原体検出情報システムに登録さ

れたデータの還元情報速報閲覧と定型帳票ダウンロード

のページを更新した。 

(4)オンラインで随時報告されるデータの追加・変更を反

映させた速報グラフと集計表および累積データに基づく

統計表とグラフを IASR ホームページに掲載した(NESID

の病原体検出情報システムで作成される定型帳票のグラ

フと集計表については毎日更新)。 

(5)地方衛生研究所（地研）などから提供された速報記事

を随時 IASR ホームページに掲載した。 

(6)地研からの病原体個票によるインフルエンザウイル

ス分離報告を集計し、日本の週別型別分離数データとし

て WHO の Flu Net へのアップロードを流行期間中毎週行

った。 

(7)地研からの病原体個票による麻疹ウイルス分離・検出

報告、風疹ウイルス分離・検出報告、インフルエンザウ

イルス分離・検出報告、ノロウイルス検出報告を集計し、

グラフとともに速報として随時 IASR ホームページに掲

載した。 
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(8)地研と検疫所の検査情報担当者メーリングリストを

更新し、毎月の予定やシステム運用の連絡、インフルエ

ンザウイルス研究センターから地研への連絡、速報記事

掲載のお知らせ、FluNet・インフルエンザウイルス検出

速報・麻疹ウイルス検出速報・風疹ウイルス検出速報・

ノロウイルス検出速報の更新のお知らせなどウイルス担

当者や細菌検査担当者への情報提供を行った。 

[山下和予、木下一美、赤塚昌江、徳永真理子、野地元子、

加藤信子] 

 

3. 海外感染症情報の収集と評価 

WER(WHO)、MMWR(米国 CDC)、Eurosurveillance Weekly(EU)、

Health Protection Report(英国)、Health Protection 

Scotland Weekly Report(スコットランド)、Communicable 

Disease Intelligence(豪州)、あるいは、その他種々の

ウエブページ上での感染症情報を収集･評価した。 

[FETP 研修生 12 期&13 期生、島田智恵、齊藤剛仁、菅原

民枝、佐藤弘、花岡希、夛田有希、砂川富正、中島一敏、

八幡裕一郎、神谷 元、大山卓昭、新井 智、大日康史、

牧野友彦、安井良則、加納和彦、多屋馨子、藤本嗣人、

大石和徳] 

 

4. 感染症流行時の情報発信 

感染症情報センターのホームページ上にはフォーカスの

コーナーがあり、話題となる感染症や大きく流行して国

民に大きな影響を及ぼす可能性のある感染症についての

情報提供を行っている。特に 2011 年度はインフルエンザ、

麻しん、腸管出血性大腸菌感染症、鳥インフルエンザ、

百日咳、ノロウイルス感染症等のコーナーに加えて、2011

年3月11日に発生した東日本大震災のコーナーを設けて、

被災地における感染症のリスクアセスメント、被災地で

発生するリスクの高い感染症の対策等の情報発信や、被

災地・避難所における感染症発生情報の探知支援システ

ムについての情報提供等を行った。東日本大震災の感染

症対策に関する情報は、殆どの避難所が閉鎖された 2011

年 8 月末まで続けられた。2012 年度は前年度に発出した

情報の分析を行っている。 

[安井良則、夛田有希、島田智恵、齊藤剛仁、山下和予、

大竹由里子、前田明日香、加藤信子、新井 智、佐藤 弘、

多屋馨子、砂川富正、八幡裕一郎、中島一敏、神谷 元、

菅原民枝、大日康史、牧野友彦、FETP 研修生 12&13 期生、

谷口清州、大石和徳] 

 

5. インエンザ様疾患発生報告、麻疹施設別発生状況の

掲載 

厚生労働省が事業として実施している、両疾患の学校等

における調査(保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学

校等におけるインフルエンザ及び麻疹による欠席者数、

休校・学年閉鎖・学級閉鎖のあった施設数)の結果、イン

フルエンザは実施期間中毎週、麻疹は通年実施だが報告

があった時のみ、ホームページ上に掲載した。 

[大竹由里子、夛田有希]  

 

 

Ⅳ．感染症流行予測調査事業に関する業務 

1. 感染症流行予測調査報告書の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課及び感染研関係各部と共

同で、平成 22 年度(2010 年度)報告書を作成した。 

[多屋馨子、佐藤 弘、北本理恵、荒木和子、新井 智、

大石和徳] 

 

2. 感染症流行予測調査結果の発信 

平成 24 年度(2012 年度)感染症流行予測調査のうち、イ

ンフルエンザ抗体保有状況について平成 24 年 12 月 7 日

から平成 25 年 1 月 21 日までに計 3 回、ブタの日本脳炎

抗体保有状況について平成 24 年 7 月 17 日から 11 月 5

日まで計 15 回速報としてホームページに掲載した。また、

ポリオ、インフルエンザ、日本脳炎、風疹、麻疹の抗体

保有状況および上記 5 疾病、百日咳、ジフテリア、破傷

風の予防接種状況についてグラフをホームページに掲載

した。 

[佐藤 弘、多屋馨子、新井 智、荒木和子、北本理恵、

大石和徳] 

 

3. 感染症流行予測調査実施要領の作成 

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で、平成 24 年度版

を作成した。 

[多屋馨子、佐藤 弘、北本理恵、荒木和子、新井 智、
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大石和徳] 

 

4. 感染症流行予測調査システムの運用 

2012年4月にリニューアルし稼働したシステムの各自治

体における 2012 年度データ登録のサポート、およびトラ

ブルに対する調査、対応を行った。また、登録が確定し

た年度のデータは集計を迅速におこない報告書作成の資

料とした。 

[北本理恵、佐藤 弘、多屋馨子、大石和徳] 

 

5. 事務局業務 

厚生労働省健康局結核感染症課、都道府県、都道府県衛

生研究所、感染研関係各部との密接かつ円滑な連携を保

つための業務を行った。衛生微生物技術協議会の関連会

議として感染症流行予測調査事業担当者会議を2012年 6

月 29 日に開催し、当該年度の調査に対する注意点や変更

点などの説明や検査現場の声を関係者が共有化する場を

設け事務局として業務の円滑な運営を進めている。 

[多屋馨子、佐藤 弘、北本理恵、荒木和子、新井 智、

大石和徳] 

 

 

Ⅴ．感染症情報の収集、評価及び予防対策の策定 

1. 生物学的製剤に起因する感染症に関する安全性関

連情報収集業務 

生物学的製剤に起因する感染症に関する安全性関連情報

収集業務 

→ 移植片、輸血、タンパク製剤など生物由来の医療関

連材料によると考えられる感染症を、早期に把握し、情

報提供することにより、健康被害の拡大を防ぐことを目

的とした情報収集と、そのためのシステム構築し運用し

た。昨年度までに収集した評価済み情報データベースの

維持を行い、2012 年度の報道機関ニュースと、各国およ

び国際的機関の公式情報を毎日、国内外の文献情報を定

期的に収集し、生物学的製剤に関連を検討評価し、デー

タベースに蓄積した上で、事務局として、生物学的製剤

由来感染症評価検討委員会へ提出し、その調査、対応の

緊急性を評価し、感染症研究所として科学的見知からコ

メントし、関係諸機関へ報告した。既存の情報検索およ

び蓄積・検索データベースのシステムの改良と、よりよ

い検出アルゴリズム開発、言語学的処理技術を駆使した

情報選別の技術導入等に関しての検討を進めた。 

[重松美加、多屋馨子、柴田博子、大石和徳、倉根一郎(副

所長)] 

 

2. 東日本大震災被災地域における感染症状況把握に

関するコンサルテーション 

被災した衛生研究所に細胞のウイルス分離用の分与をお

こなった。 

[藤本嗣人、中島一敏、谷口清州] 

 

 

Ⅵ．血清銀行に関する業務 

1. 血清の保管および血清払い出し業務 

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において収

集し用いた後の余剰血清のうち、国内血清銀行での保管

の承諾が血清提供者から得られた血清を受け入れ、血清

銀行で保管している。2012 年度に受け入れた血清は、計

3604 検体であった。また、内外研究者からの保管血清使

用申請に応じ、血清銀行運営委員会による審査を行い承

認が得られた研究に対し、血清分与を行っている。2012

年度は 2 件の申請があり、これら件に対し計 1300 本の血

清を分与した。 

[多屋馨子、荒木和子、佐藤 弘、丹内幸成、新井 智、

大石和徳] 

 

2. 職員血清の保管業務 

2011 年度の職員血清を受け入れ保管し、規定の保管期限

（10 年間）を経た血清は抜き出し、廃棄のためにバイオ

セーフティ管理室に引き渡した。 

[佐藤 弘、荒木和子、多屋馨子、新井 智、大石和徳] 

 

 

国際協力関係業務 

Ⅰ．国際的調査協力及び支援 

1. 途上国の新型インフルエンザに関わる疫学能力強

化に関する研究 

 インドネシア南スラウェシ州におけるインフルエンザ
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を含む SARI サーベイランス（研究成果） 

熱帯地域における効果的・効率的な SARI 関連サーベイラ

ンスのあり方について、エビデンスに基づく提言を目的

として遂行した。方法はインドネシア南スラウェシ州保

健部局の担当官へインタビュー、SARI 関連サーベイラン

スの分析、同州 大の基幹病院（国立ハサヌディン大学

病院）における SARI（特にウイルス性肺炎）病原体サー

ベイランスを小児科入院の 15 歳以下患者で、重症肺炎症

例定義を満たす者であり、標準的質問票に基づく聞き取

り、鼻咽頭ぬぐい液の細菌学的検査及び 12 種類の呼吸器

系ウイルス（インフルエンザは A,B の別まで）について

Multiplex-PCR 検査を実施した。また、同院の 2011 年肺

炎患者における情報をベースライン調査とした。肺炎サ

ーベイランスと病院の重症肺炎の動向不一致はシステム

評価の必要性を示し、肺炎例から混合感染を含むインフ

ルエンザは月約 20％検出された（流行期）。途上国の病

原体を含む SARI 診断能力強化は、医療・公衆衛生上の感

染症対策強化に広く有用であることが考えられた。 

[砂川富正、八幡裕一郎、神谷 元、谷口清州、蜂矢正彦

（国立国際医療センター）] 

 

2. GHSAG に対する技術支援 

G7 加盟国とメキシコによる、Global Health Security 

Initiative の技術的 WG である GHSAG の、リスクコミュ

ニケーションおよび管理ワーキンググループの CBRN 早

期検知と早期対応のプロジェクト(EARProject)について、

強力国として議論に参加し、技術的な立場から国際的な

健康危機事例検知手法とそのリスク評価手法の確立につ

いて協力した。また、プロジェクトプラットフォームを

用いた情報分析の、日本の年間担当分を実施した。 

[重松美加] 

 

3. 感染症情報及び各国の対応状況に関する国際的な

情報共有と対応の調整 

 健康危機管理事案に関して国際的に情報共有するメカ

ニズムとして、国際保健規則（IHR）や GOARN に加え、主

要先進 7 か国およびメキシコで構成される世界健康安全

保障イニシアチブ（GHSI）においても状況の似通った国

同士で情報交換及びメディア対応の一貫性を取る試みが

行われている。海外における感染症アウトブレイクや医

薬品、検査器具、ワクチン開発などの情報および他国の

対策状況やメディアへの報道状況をいち早く共有し、各

国の施策に反映させるよう連携を図っている。 

 特に専門機関としての国立感染症研究所は、米国 CDC

やカナダ PHAC、イギリス HPA、ドイツ RKI などと緊密な

連携を図り、感染症領域の専門家としての信頼を活かし

た効果的なリスク・コミュニケーションを行っていくべ

く情報交換を継続して行い、対応状況の足並みをそろえ

るよう連携している。 

[牧野友彦] 

 

4. バイオリスク管理に関わる国際的な人材育成と共

通基盤の形成に対する技術的支援 

国際バイオセーフティ連合より招聘を受け、「バイオセ

ーフティ専門家の必要技能の特定および国際的資格認証

の仕組み」の構築の委員として協力し、目的、基本方針、

試行までの運用計画の立案と各分科会の設計に携わっ

た。 

[重松美加] 

 

5. 世界保健機関における国際的な感染症対策のネッ

トワークの評価と運営 

世界保健機関(WHO)における Global Outbreak Alertand 

Response Network(GOARN)の運営委員会委員として、今後

のあり方について検討した。 

[中島一敏] 

 

6. WHO 西太平洋地域事務局(WPRO)における活動 

WPRO/SEAR(South Easet Asia Region)における Asia 

Pacific Strategy for Emerging Diseases(ASPED)委員会

議に所長代理として参加、WPRO における活動に貢献し

た。 

[大石和徳] 

 

7. 途上国の新型インフルエンザに関わる疫学能力強

化に関する研究 

国際医療協力研究委託事業(蜂矢班)の費用を用いて、イ

ンドネシア国南スラウェシ州において、インフルエンザ
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や肺炎のサーベイランス情報の解析を行うと共に、検査

診断体制の調整及び整備等を行った。 

[砂川富正、八幡裕一郎、神谷 元、谷口清州、蜂矢正

彦(国立国際医療センター)] 

 

8. JICWELS/JICA 国際感染症研修プロジェクト 

研修の受け入れを行った。 

[大石和徳(委員長)、藤本嗣人、多屋馨子、山下和予、

大山卓昭、大日康史、島田智恵] 

平成 25 年 2 月 4 日  

研修内容：ウイルス、細菌の主要研究施設の見学や講義

など 。対象者：遼寧省疾病コントロールセンターの研

究者 2 名（呼吸器系(１名)・腸管系ウイルス感染症対策

（1 名）） 同行者：神奈川県衛生研究所職員及び通訳 

[藤本嗣人、花岡 希] 

 

9. モンゴル FETP に対する技術支援 

モンゴルFETPに対する技術支援(平成24年 9月 10日～9

月 21 日、平成 25 年 2 月 26 日～3 月 10 日) 

日本の FETP での経験にもとづき、2009 年に開始された

モンゴルFETPに対し、WHOと協力して技術支援を行った。 

[大山卓昭] 

 

10. 国際的な感染症アウトブレイクに関する国際連携 

平成 24 年 11 月 26 日から 12 月 5 日までインドネシア、

ベラスタギでの Global Outbreak Alert and Response 

Network (GOARN) Outbreak Response Course に参加し、

国際的な感染症のアウトブレイクの初期対応のトレーニ

ングに参加し、国内外とのコミュニケーション方法を各

国からの参加者と検討した。 

[山岸拓也] 

 

国際的な感染症アウトブレイク発生に際し、適宜 WHO 本

部や西太平洋地域事務局と情報交換を行った。 

[中島一敏、島田智恵、砂川富正、大石和徳] 

 

11. ASEAN+3 実地疫学研修ネットワーク(FETN)におけ

る国際連携強化 

2010年 7月に開催された ASEAN+3保健大臣会合の決定に

基づいて設立された実地疫学ネットワーク(FETN)につき、

電話会議、ワークショップ、運営員会等を通じネットワ

ーク強化に貢献した。 

[中島一敏、島田智恵、大石和徳] 

 

12. 世界的な FETP 連携強化 

世界中の FETP から構成される TEPHINET の国際学術会議

への参加や、プログラム代表者会議へ参加し、各プログ

ラムの成果や課題について相互理解を深めた。恒常的な

プログラム強化や FETP の認定のあり方等について議論

を行った。また、EU 共同で運営する EPIET 事務局を訪問

し、連携強化を行った。 

[中島一敏] 

 

 

Ⅱ．国際研修 

1. 海外からの来所者への感染症情報センターの活動

および感染症対策に関する情報提供と広報 

国立国際医療センター海外研修生、JICA 留学生、各国保

健医療および政府関係者などの来所時に、感染症情報セ

ンターの活動、国内感染症の発生動向、国内および国際

連携による感染症対策の現状、予防接種、国際保健規則

を含む国際感染症対策、パンデミック対策などについて

の研修、病原体情報の説明、情報提供、広報業務をおこ

なった。 

[大石和徳、藤本嗣人、大日康史、重松美加、大山卓昭、

中島一敏、神谷 元、砂川富正、山下和予、椎野禎一郎、

島田智恵、夛田有希、多屋馨子] 

 

2. 食品中に含まれる下痢症ウイルスに関する国際研

修 

平成 25 年 3 月 5 日から 3 月 14 日まで、タイ国水産庁

食品検査専門官を対象とした食品中に含まれる下痢症ウ

イルス(ノロウイルス、ロタウイルス及びサポウイルスな

ど)に関する検査診断研修を行った。 

[木村博一、片山和彦(ウイルス第二部)、大石和徳、森田

幸雄(東京家政大学)、石岡大成、塚越博之(群馬県衛生環

境研究所)] 
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3. 感染研エイズ研究センター・JICA 共催国際研修へ

の協力 

エイズ研究センターと JICA の共催で行われている国際

研 修 「 Laboratory Techniques for Diagnosis and 

Monitoring of HIV Infection」の講師・トレーナーとし

て、平成 24 年 7 月 2 日〜３日と同 9 日〜11 日に JICA 幡

ヶ谷研修所および感染研村山庁舎で実習・講義を行った。

研修内容は、HIV ウイルス遺伝子配列の解析法・系統樹

作成法・薬剤耐性変異の検出法・分子進化学の基礎・分

子系統樹作成法であった。 

[椎野禎一郎] 

 

 

研修業務 

Ⅰ．感染症危機管理およびそれに関わる人材養成(実地

疫学専門家養成プログラム：FETP)に関する業務 

[研修指導：八幡裕一郎、松井珠乃、中島一敏、砂川富正、

大山卓昭、大石和徳] 

 

1. 全般実施状況 

FETP の実施は 14 年目となり、平成 24 年 4 月、14 期生 1

名(田渕文子)を迎えた。平成25年3月には13期生6名(柳

樂真佐実、涌井 拓、田原寛之、三崎貴子、牛澤洋人、

難波江功二)が研修修了した。 

 

2. FETP の運営 

(１)研修生の指導 

2010 年度に開発した実地疫学コンピテンシー評価シス

テムを用い、FETP の研修指導を実施した。 

[中島一敏、神谷元、八幡裕一郎、砂川富正、大山卓昭] 

 

(２)アウトブレイク疫学調査指導 

アウトブレイク発生に際し、FETP の疫学調査の現地調査

指導を行った。 

[中島一敏、神谷元、八幡裕一郎、砂川富正、大山卓昭] 

 

3. 感染症集団発生事例に対する実地疫学調査協力 

平成 24 年度において、実地疫学専門家養成プログラム

（FETP）は、以下の感染症集団発生事例に対して、地方

自治体及び厚生労働省からの要請を受けて調査協力を行

った。 

・多剤耐性アシネトバクター感染症集団発生事例（茨城

県） 

・麻疹集団発生事例（岡山県） 

・広域腸管出血性大腸菌食中毒（札幌市、他） 

[中島一敏、神谷 元、八幡裕一郎、砂川富正、大山卓昭、

FETP 一同] 

 

4. 研修活動（講義・セミナー受講） 

FETP のトレーニングの一環として、初期導入研修(John 

Kobayashi；4 月)、とともに、実地疫学のための統計手

法(Paul Weiss;12 月)、実地疫学と分子疫学(Lee W 

Riley；2 月)を開催した。 

 

5. 教育研修（講義実施） 

教育経験のための研修として、全国感染症危機管理研修

会での講義、地方自治体の感染症危機管理研修会(宮崎県、

兵庫県、富山県、神奈川県、熊本県、三重県、国立保健

医療科学院)での講義・演習を実施した。 

教育経験のための研修として、全国感染症危機管理研修

会での講義、地方自治体の感染症危機管理研修会（熊本

県、横浜市）での講義・演習を実施した。 

[中島一敏、神谷 元、八幡裕一郎、砂川富正、大山卓昭、

FETP 一同] 

 

6. 感染症疫学研究 

平成 23 年度に研修終了した 11 期生が以下の特別論文長

期プロジェクトの研究発表をおこなった。国立保健医療

科学院健康危機管理分野との連携コースの受講生である

田原は、国立保健医療科学院特別論文としてまとめ提出

した。 

涌井 拓「我が国における髄液由来 Haemophilis 

influenza 分離症例数の推移」  

牛澤 洋人「Nosocomial outbreak of MDRA in a critical 

care center in Japan、2012」 

田原 寛之「レジオネラ症の発生動向、2007-2011」 

難波江 功二「ヒトパルボウイルス B19 の感染流行動態

及び妊婦感染リスク等に関する研究」 
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柳樂 真佐実「腸管出血性大腸菌の発生動向の変化につ

いての分析」 

三崎貴子「全国市町村における麻疹対策」 

 

7. 感染症サーベイランス活動 

毎週ごとに収集されるサーベイランス報告対象疾患の情

報を監視・解析し、必要に応じて地方自治体とともに公

衆衛生的介入を実施した。 

・腸管出血性大腸菌感染症サーベイランスに対する情報

交換・還元 

・性感染症の発生動向に基づいた提言 

・百日咳の発生動向をモニター 

・麻疹および風疹症例増加に対する予防接種推奨 

・新型インフルエンザの発生動向監視、等 

[中島一敏、神谷 元、八幡裕一郎、砂川富正、大山卓昭、

FETP 一同] 

 

8. 感染症情報の還元 

感染症サーベイランス、感染症集団発生事例に対する実

地疫学調査協力などで得られた情報を病原体検出情報

(IASR)、感染症発生動向調査週報(IDWR)などを通じて一

般住民、公衆衛生従事者などに還元した。 

 

9. 実験室研修 

FETP に対するウイルス病原診断についての基礎的な実

習は今年度実施せず、2013 年度に実施予定。 

[藤本嗣人、花岡 希、岡部信彦] 

 

Ⅱ．感染症危機管理研修会 

感染症情報センターが事務局を務め、平成 9 年度より定

期的に実施している感染症危機管理研修会を 10 月 16

日、17 日に開催した。2014 年度の事務局は、FETP 担当

職員及び長橋秀和が担当した。研修内容として、「厚生

労働省の健康危機管理対策」、「予防接種行政の 近の

動向について」、「「新型インフルエンザ対策（特措法

を含め）」、「麻疹・風疹ワクチン」、「小児の Hib・

肺炎球菌ワクチン」、「成人の肺炎球菌ポリサッカライ

ドワクチン」、「不活化ポリオワクチンの導入と今後の

課題」、「髄膜炎菌感染症集団発生事例」、「豊田市に

おける麻しん流行への対応」、「風疹アウトブレイク」、

「マイコプラズマ肺炎」、「旅行者感染症」、「母子感

染の課題」、「多剤耐性菌等院内感染事例への保健所の

役割と専門家による支援」、「感染症対策におけるリス

クコミュニケーション」、「アウトブレイクの疫学調査 

基本ステップ」、感染症集団発生時の疫学調査に関する

ケーススタディ演習等を行った。全国の感染症担当部局、

保健所、衛生研究所から 130 数名が受講した。 

[感染症情報センター一同] 

 

Ⅲ．国立保健医療科学院による研修 

1． 国立保健医療科学院による短期研修新興再興感染

症技術研修の実施 

平成24年11月5日から11月9日まで、国立保健医療科学

院による短期研修・新興再興感染症技術研修を国立感染

症研究所村山庁舎で行った。研修受講者は、地方衛生研

究所・保健所において細菌検査診断業務に従事している

職員19名で、腸管出血性大腸菌の体系的な理解と新しい

知識及び検査診断技術に関する研修を行った。本研修は

細菌第1部、バイオセーフティ管理室、国際協力室及び群

馬県衛生環境研究所および東京家政大学の協力を得て遂

行された。 

[大石和徳、木村博一、高橋真希] 

 

2. 国立保健医療科学院による短期研修ウイルス研修の

実施 

国立保健医療科学院による短期研修ウイルス研修を、

平成 24 年 10 月 1 日から 10 月 19 日まで、国立感染症研

究所村山庁舎で行った。本研修は、地方衛生研究所にお

いてウイルス検査業務に従事する専門職員を対象とし、

種々のウイルス感染症の新しい知識及び検査診断技術の

習得を目的としている。受講生は、31 名であった。なお、

本研修は、感染症情報センターをはじめ、当所関連各部・

センター・室及び全国の衛生環境研究所（山形県、群馬

県、富山県、山口県、沖縄県および川崎市等）の協力を

得て遂行された。 

[木村博一、大石和徳、高橋真希、野田雅博] 

 

3. 国立保健医療科学院食品衛生危機管理研修 
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国立保健医療科学院による短期研修である食品衛生危機

管理研修で食中毒のアウトブレイク発生時の疫学調査方

法及び広域模食中毒事例に関する講義を行った。 

[八幡裕一郎] 

 

4. 国立保健医療科学院健康危機管理（感染症）の研修 

国立保健医療科学院専門課程 I, II の科目：健康危機管

理（感染症）にて感染症サーベイランス等に関する講義

を行った。 

[中島一敏、夛田有希、多屋馨子] 

 

Ⅳ．その他の研修の実施 

1. 希少感染症診断技術向上事業に関する業務 

平成 25 年 2 月 26～27 日に全国自治体の検査技術担当者

に対して感染研一丸となって、必要かつ要望が多かった

検査等に関する研修をおこなった。 

[情報センター全員(主担当は 4 室)、宮﨑義継(生物活性

物質部)]  

 

2. 医師卒後研修 

国立感染症研究所で開催された医師卒後研修に講師と

して参加した。 

[多屋馨子] 

 

3. ＷＰＲＯのリージョナルリスクアセスメントトレ

ーニング 

2012 年 10 月 22－24 日、感染研において、日本および

諸外国の担当者を招いてＷＰＲＯのリージョナルリス

クアセスメントトレーニングを開催した。 

[情報センター] 

 

 

その他 

Ⅰ．情報提供及び広報活動 

1．電話、メールによる問い合わせ業務 

予防接種、麻疹、風疹、ポリオ、人獣共通感染症等、電

話、メール（info@）による問い合わせに対応した。特に、

感染症が流行した場合、メディアで報道された場合、電

話問い合わせが殺到した。医療従事者、自治体、保健所、

メディア等を含めて、年間の問い合わせ件数は、研究者

1 人あたり、電話約 500-1000 件、メール約 50-100 件で

ある。 

[多屋馨子、新井 智、佐藤 弘] 

 

2. 来所者への感染症情報センターの活動および感染

症対策に関する情報提供と広報 

国内生徒、学生の修学旅行や社会見学などの来所時に、

感染症情報センターの活動、国内感染症の発生動向、国

内および国際連携による感染症対策の現状、SARS を含む

国際感染症対策、パンデミック対策などについての情報

提供、広報業務をおこなった。 

[大石和徳、重松美加、砂川富正、中島一敏、神谷 元、

夛田有希、安井良則、山下和予、島田智恵、齊藤剛仁、

多屋馨子、新井 智、佐藤 弘、藤本嗣人、布施 晃、

大日康史、菅原民枝] 

 

3. メディアへの対応 

風疹の流行に伴い、メディアからの取材対応が急増し、

2013 年に入ってからは、連日取材対応を行った。 

[多屋馨子] 

 

4. 予防接種情報公開に関する業務 

日本の定期/任意予防接種スケジュール(20 歳未満)につ

いては、制度変更時に随時変更し公開した。  

乳幼児予防接種スケジュール(0～6 歳) 

小学生～高校生相当年齢の予防接種スケジュールについ

ても随時制度変更に対応し、公開した。 

感染症疫学センターHP 予防接種情報のページを更新し

た。 

[多屋馨子、前田明日香、大石和徳] 

 

Ⅳ．レファレンス業務 

アデノウイルスレファレンスセンターとして、検査マニ

ュアルの作成、細胞の分与、依頼による同定等を実施し

た。 

[藤本嗣人、花岡 希、小長谷昌未] 
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Ⅴ．検査実施状況 

第 4 室： 

アデノウイルスレファレンスセンターとして、地方衛生

研究所と連携し、同定困難なアデノウイルス等について、

シークエンス解析を中心とした行政依頼検査を実施した。

平成２４年度は、神奈川県、福井県、茨城県、高知県か

ら計 63 件の行政検査依頼があり、検査結果を報告した。 

 [藤本嗣人、小長谷昌未、花岡 希] 

 

Ⅵ．研修員（実地疫学専門家養成プログラム） 

 

難波江功二 

三崎貴子 

涌井 拓 

田原寛之 

柳楽真佐美 

牛澤洋人 

田渕文子 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

H23.4.1-H24.3.31 

H23.4.1-H24.3.31 

H23.4.1-H24.3.31 

H23.4.1-H24.3.31 

H23.4.1-H24.3.31 

H23.4.1-H24.3.31 

H23.4.1-H24.3.31 

厚生労働省結核感染症課 

大阪府済生会中津病院 

千葉県衛生研究所 

防衛省 

島根県 

東京医科歯科大学救命救急センター 

広島県 
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